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C H A P T E R 3
コール制御ディスカバリ

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを
容易にします。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、
Cisco Unified Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そ
のため、同じく SAF ネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズさ
れた情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、
SAF を使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともに
アドバタイズします。したがって、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を学習し
てコールのルーティングの動作を適合させることができます。

この章は、次の内容で構成されています。

• 「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）

• 「Cisco Unified Communications Manager のコール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

– 「コール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

– 「コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント」（P.3-6）

• 「コール制御ディスカバリのシステム要件」（P.3-17）

• 「インタラクションおよび制限事項」（P.3-17）

• 「コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化」（P.3-19）

• 「コール制御ディスカバリの設定」（P.3-19）

– 「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）

– 「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）

– 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-26）

– 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-27）

– 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-31）

– 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-32）

– 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-34）

– 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-36）

– 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-37）

– 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-40）

– 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-42）
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– 「コール制御ディスカバリの設定（手順）」（P.3-44）

– 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-46）

– 「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-46）

– 「コール制御ディスカバリの設定レコードの削除」（P.3-46）

• 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.3-47）

• 「コール制御ディスカバリのトラブルシューティング」（P.3-47）

• 「関連項目」（P.3-47）

コール制御ディスカバリの設定チェックリスト
コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを
容易にします。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、
Cisco Unified Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そ
のため、同じく SAF ネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズさ
れた情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、
SAF を使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともに
アドバタイズします。したがって、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を学習し
てコールのルーティングの動作を適合させることができます。 表 3-1 は、ネットワークでコール
制御ディスカバリ機能を設定するためのチェックリストです。表 3-1 と「関連項目」（P.3-47）を
併せて参照してください。

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト

設定手順 関連手順と関連項目

ステップ 1 まだ実行していない場合は、Cisco IOS ルータを SAF 
フォワーダとして設定します。

Cisco IOS ルータをサポートしているマニュ
アルを参照してください。たとえば、

『Cisco IOS Service Advertisement Framework 
Configuration Guide』または『Cisco IOS 
Service Advertisement Framework Command 
Reference』を参照してください。

Cisco Feature Navigator を使用すると、特定の
ソフトウェア リリース、機能セット、または
プラットフォームをサポートする Cisco IOS 
および Catalyst OS ソフトウェア イメージを判
別できます。Cisco Feature Navigator にアクセ
スするには、http://www.cisco.com/go/cfn に移
動します。

http://www.cisco.com/go/cfn
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ステップ 2 SAF フォワーダの SAF セキュリティ プロファイルを設定
します（[ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF セ
キュリティプロファイル (SAF Security Profile)]）。Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページでは、複数
の SAF セキュリティ プロファイルを設定できます。

SAF フォワーダ（SAF 用に設定した Cisco IOS ルータ）
は、ローカル Cisco Unified Communications Manager クラ
スタの発行要求およびリモート コール制御エンティティ
からのサービス アドバタイズメントを処理します。

• 「SAF フォワーダ」（P.3-14）

• 「SAF セキュリティ プロファイルの設
定項目」（P.3-26）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、
SAF フォワーダを設定します（[ 拡張機能 (Advanced 
Features)] > [SAF] > [SAF フォワーダ (SAF Forwarder)]）。
フェールオーバーをサポートするために、プライマリお
よびバックアップの SAF フォワーダを設定することをお
勧めします。

• 「SAF フォワーダ」（P.3-14）

• 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-27）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 4 SAF 対応の SIP および H.323 クラスタ間（非ゲートキー
パー制御）トランクを設定します（[ デバイス (Device)] > 
[ トランク (Trunk)]）。

ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタは、
CCD 要求サービスに割り当てられている SAF 対応トラン
クを使用して、発信コールを SAF ネットワークを使用する
リモート コール制御エンティティにルーティングします。

Cisco Unified Communications Manager クラスタは、CCD アド
バタイジング サービスに割り当てられている SAF 対応トラ
ンクをホステッド DN の範囲とともにアドバタイズしま
す。したがって、リモート コール制御エンティティから
のユーザが、この Cisco Unified Communications Manager の
学習パターンへの着信コールを行うと、この Cisco Unified 
Communications Manager はこの SAF 対応トランクからの着
信コールを受信して、コールを正しい DN にルーティング
します。

• 「ホステッド DN パターンと CCD アド
バタイジング サービス」（P.3-10）

• 「学習パターンと CCD 要求サービス」
（P.3-11）

• 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-46）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 5 ホステッド DN グループを設定します。ホステッド DN パ
ターンをロケーション別にグループ化することをお勧め
します。たとえば、1 つの市のさまざまな郵便番号を表す
ホステッド DN パターンをグループ化できます（[ コール
ルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ
(Call Control Discovery)] > [ ホステッド DN グループ
(Hosted DN Group)]）。

ホステッド DN グループは、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページでグループ化したホステッド DN パ
ターンの集合です。ホステッド DN グループを Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで CCD アド
バタイジング サービスに割り当てると、CCD アドバタイ
ジング サービスはホステッド DN グループに含まれるす
べてのホステッド DN パターンを発行します。

1 つのホステッド DN グループは、1 つのコール制御ディ
スカバリ アドバタイジング サービスだけに割り当てる
ことができます。

• 「ホステッド DN パターンと CCD アド
バタイジング サービス」（P.3-10）

• 「ホステッド DN グループの設定項目」
（P.3-31）

• 「ホステッド DN グループに属するホス
テッド DN パターンの識別」（P.3-46）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ステップ 6 ホステッド DN パターンを設定します（[ コールルーティ
ング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call 
Control Discovery)] > [ ホステッド DN パターン (Hosted DN 
Pattern)]）。

ホステッド Directory Number（DN; 電話番号）パターンは、
コール制御エンティティに属する電話番号を表すパターン
です。たとえば、Cisco Unified Communications Manager の
管理ページで設定するホステッド DN パターンは、リモー
ト コール制御エンティティにアドバタイズするローカル 
Cisco Unified Communications Manager クラスタに属する電
話番号の範囲です。CCD アドバタイジング サービスは、
ホステッド DN パターンをアクティブな SAF フォワーダに
発行します。

• 「ホステッド DN パターンと CCD アド
バタイジング サービス」（P.3-10）

• 「ホステッド DN パターンの設定項目」
（P.3-32）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 7 ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタの
ホステッド DN を発行するには、コール制御ディスカバリ 
アドバタイジング サービスを設定します（[ コールルー
ティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call 
Control Discovery)] > [ アドバタイジングサービス
(Advertising Service)]）。必要な数の CCD アドバタイジン
グ サービスを設定できます。

コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービスは 
Cisco Unified Communications Manager 内にあり、このサービ
スによってローカル Cisco Unified Communications Manager ク
ラスタはそのホステッド DN および PSTN フェールオー
バー設定を、SAF ネットワークを使用するリモート コール
制御エンティティにアドバタイズできます。

• 「コール制御ディスカバリ アドバタイ
ジング サービス」（P.3-9）

• 「CCD アドバタイジング サービスの設
定項目」（P.3-34）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 8 コール制御ディスカバリ専用のパーティションを設定し
ます（[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制
御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ パーティショ
ン (Partition)]）。

このルート パーティションは、すべての学習パターンが
ルート パーティションの下の番号分析に配置されるよう
に、CCD 要求サービスによって排他的に使用されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、
パーティションを CCD 要求サービスに割り当てます。

ヒント CCD 要求サービスに割り当てるパーティション
は、デバイスが学習パターンをコールするために
使用できるコーリング サーチ スペースに属してい
る必要があります。そのため、デバイスが使用す
るコーリング サーチ スペースにパーティションを
割り当てます。パーティションが含まれたコーリ
ング サーチ スペースをデバイスに割り当てない
と、デバイスは学習パターンをコールできません。

• 「コール制御ディスカバリのパーティ
ションの設定項目」（P.3-36）

• 「CCD 要求サービスの設定項目」
（P.3-37）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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Cisco Unified Communications Manager のコール
制御ディスカバリの概要

この項は、次の内容で構成されています。

• 「コール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

• 「コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント」（P.3-6）

コール制御ディスカバリの概要

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容
易にします。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、ロー
カル Cisco Unified Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そ
のため、同じく SAF ネットワークを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされ
た情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、
SAF を使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともに
アドバタイズします。したがって、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を学習し
てコールのルーティングの動作を適合させることができます。また、コール制御ディスカバリ機
能によって、ネットワークはコール間エージェント通信を有効にするために別のサーバに依存し
ないで、SAF がサポートされるエンティティ間の通信を容易にすることができます。

ステップ 9 ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタが 
SAF ネットワークからのアドバタイズメントを受信できる
ように、コール制御ディスカバリ要求サービスを 1 つ設定
します（[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御
ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ 要求サービス
(Requesting Service)]）。設定できる CCD 要求サービスは 1 つ
だけです。

コール制御ディスカバリ要求サービスはローカル Cisco 
Unified Communications Manager 内にあり、このサービスに
よってローカル Cisco Unified Communications Manager は SAF 
ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティ
からのホステッド DN アドバタイズメントを受信できます。

• 「コール制御ディスカバリ要求サービ
ス」（P.3-11）

• 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-37）

• 「コール制御ディスカバリの設定に関す
る考慮事項」（P.3-20）

ステップ 10 まだ実行していない場合は、SAF ネットワークを使用す
るようにリモート コール制御エンティティを設定しま
す。たとえば、Cisco Unified Communications Manager 
Express または他の Cisco Unified Communications Manager 
クラスタを SAF ネットワーク用に設定します。

リモート コール制御エンティティをサポー
トしているマニュアルを参照してください。
Cisco Unified Communications Manager Express 
のマニュアルなどです。

ステップ 11 コール制御ディスカバリの設定後に、リモート コール制御エ
ンティティがローカル Cisco Unified Communications Manager に
送信する学習パターンをブロックできます（[ コールルー
ティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call 
Control Discovery)] > [ ブロックされた学習パターン (Blocked 
Learned Patterns)]）。

• 「ホステッド DN パターンと CCD アド
バタイジング サービス」（P.3-10）

• 「ブロックされた学習パターンの設定項
目」（P.3-40）

• 「コール制御ディスカバリの設定レコー
ドの削除」（P.3-46）

表 3-1 コール制御ディスカバリの設定チェックリスト （続き）

設定手順 関連手順と関連項目
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ヒント コール制御ディスカバリ機能によって、冗長 SIP プロキシまたは複雑なゲートキーパーの設定
は不要になります。ゲートキーパーの設定では、ネットワーク内のリモート コール制御エン
ティティのダイヤル プラン解決および到達可能性ステータスが提供されます。

コール制御ディスカバリ機能により、各ローカル Cisco Unified Communications Manager クラス
タは次のタスクを実行できます。

• SAF ネットワークとの認証された接続を確立します。

• サーバの IPv4 アドレスまたはホスト名、SAF ネットワークがクラスタに接続するために使
用するシグナリング プロトコルおよびポート番号、クラスタに対して Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで設定される電話番号パターンを提供することに
よって、クラスタを SAF ネットワークにアドバタイズします。

• SAF ネットワークに登録して、同じく SAF 関連ネットワークを使用する他のリモート コー
ル制御エンティティからの要求を受信します。

• アドバタイズメントから学習した情報を使用して、パターンをマスター ルーティング テーブ
ルに動的に追加します。マスター ルーティング テーブルにより、Cisco Unified Communications 
Manager は関連付けられている IP アドレスおよびシグナリング プロトコル情報を使用して、こ
れらの接続先へのコールをルーティングおよび設定できます。

• リモート コール制御エンティティへの接続が失われた場合、SAF ネットワークは、学習し
た情報を IP 到達不能としてマークするように Cisco Unified Communications Manager に通知
します。その後、コールは PSTN を経由します。

• 情報のアドバタイズおよび受信の冗長性を提供します。したがって、何らかの理由でサー
バがそのプライマリ SAF フォワーダへの接続を失った場合、別のバックアップ SAF ルータ
を選択して情報をアドバタイズおよび受信できます。

コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント

この項は、次の内容で構成されています。

• 「コール制御ディスカバリの用語」（P.3-7）

• 「コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービス」（P.3-9）

– 「CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応トランク」（P.3-9）

– 「ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジング サービス」（P.3-10）

• 「コール制御ディスカバリ要求サービス」（P.3-11）

– 「学習パターンと CCD 要求サービス」（P.3-11）

– 「CCD 要求サービスと SAF 対応トランク」（P.3-12）

– 「ネットワーク取り消しのサポート」（P.3-14）

• 「SAF フォワーダ」（P.3-14）

ヒント コール制御ディスカバリ機能ではすべてのコンポーネントが連携して動作するため、すべての
項を確認して機能の動作を理解してください。
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コール制御ディスカバリの用語

表 3-2 に、コール制御ディスカバリ機能に関連する用語の概要を簡単に示します。各概念の詳
細については、表の説明列にあるリンクをクリックしてください。

表 3-2 コール制御ディスカバリの用語

用語 説明

Call Control Discovery
（CCD; コール制御ディスカ
バリ）アドバタイジング 
サービス

• Cisco Unified Communications Manager 内にあります。

• PSTN フェールオーバー設定およびホステッド DN パターンを
ローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタの SAF 
トランク アクセス情報とともに、SAF ネットワークを使用す
るリモート コール制御エンティティにアドバタイズします。

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ コー
ルルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ
(Call Control Discovery)] > [ アドバタイジングサービス
(Advertising Service)] で設定されます。

• 詳細情報：「コール制御ディスカバリ アドバタイジング サー
ビス」（P.3-9）

Call Control Discovery
（CCD; コール制御ディスカ
バリ）要求サービス

• Cisco Unified Communications Manager 内にあります。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager が SAF ネッ
トワークを使用するリモート コール制御エンティティから
のアドバタイズメントを受信できるようにします。

• 学習パターン（リモート コール制御エンティティからのホス
テッド DN パターン）がローカル Cisco Unified Communications 
Manager 上の番号分析に挿入されるようにします。

• 学習パターンへのコールに対してロード バランシングを実
行します。

• SAF ネットワークからの Cisco Unified Communications 
Manager の取り消しを処理します。

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ コール
ルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call 
Control Discovery)] > [ 要求サービス (Requesting Service)] で設
定されます。

• 詳細情報：「コール制御ディスカバリ要求サービス」（P.3-11）
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ホステッド DN パターン • ローカル コール制御エンティティに属する電話番号パターン。

ヒント たとえば、Cisco Unified Communications Manager の管理
ページの [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール
制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホステッド
DN パターン (Hosted DN Pattern)] で設定するホステッド 
DN パターンは、リモート コール制御エンティティにア
ドバタイズするローカル Cisco Unified Communications 
Manager クラスタの電話番号パターン範囲です。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager の場合、CCD 
アドバタイジング サービスによって SAF フォワーダに発行さ
れます。

• 詳細情報：「ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジン
グ サービス」（P.3-10）

学習パターン • CCD 要求サービスによって番号分析に挿入されるパターン。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager で手動で
パージまたはブロックできます。

• RTMT で表示されます。

• 詳細情報：「学習パターンと CCD 要求サービス」（P.3-11）

SAF フォワーダ • Cisco IOS ルータ。

• リモート コール制御エンティティがホステッド DN パター
ンをアドバタイズするときに、ローカル Cisco Unified 
Communications Manager に通知します。

• Cisco Unified Communications Manager がクラスタのホステッ
ド DN パターンをアドバタイズできるように、ローカル 
Cisco Unified Communications Manager クラスタからの発行要
求を受信します。

• 詳細情報：「SAF フォワーダ」（P.3-14）

SAF 対応トランク • CCD アドバタイジング サービスに割り当てられている SAF 
対応トランクは、SAF ネットワークを使用するリモート 
コール制御エンティティからの着信コールを処理します。

• CCD 要求サービスに割り当てられている SAF 対応トランク
は、学習パターンへの発信コールを処理します。

• 詳細情報：「CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応ト
ランク」（P.3-9）および「学習パターンと CCD 要求サービ
ス」（P.3-11）

表 3-2 コール制御ディスカバリの用語 （続き）

用語 説明
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コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービス

コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービスは Cisco Unified Communications Manager 
内にあり、このサービスによってローカル Cisco Unified Communications Manager クラスタは 
PSTN フェールオーバー設定、ホステッド DN パターン、およびそのクラスタの SAF 対応トラン
ク アクセス情報を、SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エンティティにアドバタ
イズできます。Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ コールルーティング (Call 
Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ アドバタイジングサービス
(Advertising Service)] で、必要な数の CCD アドバタイジング サービスを設定できます。

この項は、次の内容で構成されています。

• 「CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応トランク」（P.3-9）

• 「ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジング サービス」（P.3-10）

CCD アドバタイジング サービスと SAF 対応トランク

次の事項を考慮してください。これらは、SAF 対応トランクと CCD アドバタイジング サービ
スの連携に関係します。

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページで SAF 対応トランクを設定した後、
[CCD アドバタイジングサービス (CCD Advertising Service)] ウィンドウで CCD アドバタイ
ジング サービスに関連付ける SIP トランクと H.323（非ゲートキーパー制御）トランクを 1 
つずつ選択できます。CCD アドバタイジング サービスは、ホステッド DN パターン、ホス
テッド DN パターンの PSTN フェールオーバー設定、ノードの IP アドレス、H.323 トラン
クの動的なポート番号、H.323 トランクの QSIG 設定、SIP トランクの標準ポート 5060、お
よび SIP ルート ヘッダー情報をアドバタイズします。CCD アドバタイジング サービスに割
り当てられている各トランクの情報をアドバタイズします。

• SAF 対応トランクには、事前設定された宛先はありません。リモート コール制御エンティ
ティからの着信コールの場合、ローカル Cisco Unified Communications Manager はアドバタ
イズされた動的なトランク ポート番号および SIP ルート ヘッダー、またはそのいずれかを
使用して、コールを処理する適切な動的トランクを検索します。

• CCD アドバタイジング サービスは、割り当てられた、または選択されたトランクと同じ
ノードで実行され、トランクのタイプごとに同じ一連のホステッド DN パターン範囲をア
ドバタイズします。

• リモート コール制御エンティティからローカル Cisco Unified Communications Manager への
着信コールの場合、コールは CCD アドバタイジング サービスによってアドバタイズされ
た適切な SAF 対応トランクにルーティングされます。H.323 トランクの場合、コールが
ルーティングされる前に、着信の着信側プレフィックスが着信側番号に適用されます。

• H.323 トランクは、SIP トランクとは異なる機能をサポートします。たとえば、H.323 は 
QSIG をサポートし、SIP はプレゼンスをサポートします。機能サポートで H.323 トランク
と SIP トランクの両方を CCD アドバタイジング サービスに割り当てる必要がある場合、両
方のトランク タイプを割り当てます。機能サポートで 1 つのトランク タイプを割り当てる
ことができる場合、クラスタに最適な 1 つのトランクを CCD アドバタイジング サービスに
割り当てることをお勧めします。

• SAF 対応 SIP トランクと SAF 対応 H.323（非ゲートキーパー制御）クラスタ間トランクの
両方を CCD アドバタイジング サービスに割り当てた場合、2 つのトランクに対して着信
コールの負荷分散が発生します。

• H.323 の設定ウィンドウにある [QSIG バリアント (QSIG Variant)] および [ASN.1 ROSE OID エ
ンコーディング (ASN.1 ROSE OID Encoding)] の設定は、CCD アドバタイジング サービスに
よってアドバタイズされます。これらの設定は、着信トンネル化コールの QSIG メッセージ
のデコードに影響します。コール制御ディスカバリでは、発信コールには影響しません。
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ホステッド DN パターンと CCD アドバタイジング サービス

ホステッド Directory Number（DN; 電話番号）パターンは、コール制御エンティティに属する一
定範囲の電話番号パターンです。たとえば、Cisco Unified Communications Manager の管理ページ
の [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホ
ステッド DN パターン (Hosted DN Pattern)] で設定するホステッド DN パターンは、リモート コー
ル制御エンティティにアドバタイズするローカル Cisco Unified Communications Manager の電話番
号パターンです。CCD アドバタイジング サービスは、ローカル クラスタのホステッド DN パ
ターンをアクティブな SAF フォワーダに発行します。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager の CCD アドバタイジング サービスは、
Cisco Unified Communications Manager のホステッド DN サービスに代わってアドバタイジ
ング発行要求をプライマリ SAF フォワーダに送信します。

• 各ホステッド DN パターンは、ホステッド DN グループに属します。ホステッド DN グルー
プを CCD アドバタイジング サービスに割り当てます。ホステッド DN パターンをホステッ
ド DN グループに入れることで、CCD アドバタイジング サービスは複数のパターンをアドバ
タイズできます。

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ ホステッド DN パターン (Hosted 
DN Patterns)] ウィンドウで設定済みホステッド DN パターンを更新すると、CCD アドバタ
イジング サービスは、更新されたパターンを含む発行要求をアクティブな SAF フォワーダ
に再送信します。発行要求は、CCD アドバタイジング サービスに割り当てられているトラ
ンクごとに送信されます。

• ホステッド DN パターンが Cisco Unified Communications Manager の管理ページで追加また
は削除された場合、CCD アドバタイジング サービスは、新規発行要求を大きいサービス 
バージョン番号で SAF ネットワークに送信します。

• CCD アドバタイジング サービスに割り当てられているホステッド DN グループを変更した場
合、CCD アドバタイジング サービスは、新しく更新されたホステッド DN グループからパター
ンを大きいバージョン番号で、割り当てられている SAF 対応トランクごとに発行します。

• CCD アドバタイジング サービスは、1 つの発行要求で多くのホステッド DN パターンを送
信しようとします。1 つの要求で送信できるよりも多くのホステッド DN パターンがある場
合、ローカル Cisco Unified Communications Manager は複数の要求を、それぞれに一意の
サービス ID を付けて送信します。

• 一部のクラスタで、[CCD アドバタイジングサービスの設定 (CCD Advertising Service 
Configuration)] ウィンドウでの SAF トランクの選択に基づいて、同じホステッド DN パ
ターンが複数回発行される場合があります。たとえば、CCD アドバタイジング サービスの
設定に SAF 対応 SIP トランクと H.323（非ゲートキーパー制御）トランクの両方が含まれ
ている場合、ホステッド DN パターン 8902XXXX は、各ノードおよび各 SAF 対応トランク
に対して 2 回発行されます。トランクの Cisco Unified Communications Manager グループに 
2 つのノードが含まれている場合は、8902XXX の 4 つの発行要求が送信されます。このア
プローチでは、受信エンティティは負荷分散を実行します。

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [CCD アドバタイジングサービス
(CCD Advertising Service)] ウィンドウで異なるホステッド DN グループを選択すると、サー
ビスは SAF フォワーダに要求を送信してホステッド DN グループの発行を解除し、更新さ
れた設定を発行します。

ヒント ホステッド DN グループの関連付けが変更された場合、SAF トランクの関連付けが変更された
場合、SAF トランクが Cisco Unified Communications Manager の管理ページでリセットされた場
合、または CCD アドバタイジング サービスがリセットされた場合、CCD アドバタイジング 
サービスは以前の要求の発行を解除し、新しいサービス ID で再度発行します。また、他のク
ラスタは SAF ネットワークから取り消しサービス通知を受信し、続いて新しい通知を SAF 
ネットワークから受信します。

詳細情報

「関連項目」（P.3-47）
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コール制御ディスカバリ要求サービス

コール制御ディスカバリ要求サービスは Cisco Unified Communications Manager 内にあり、この
サービスによってローカル Cisco Unified Communications Manager は SAF ネットワークを使用す
るリモート コール制御エンティティからのアドバタイズメントを受信できます。CCD 要求
サービスは、リモート コール制御エンティティから番号分析およびローカル キャッシュへの
学習パターンの挿入も行います。Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ コー
ルルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ 要求
サービス (Requesting Service)] で、CCD 要求サービスを 1 つだけ設定できます。

リモート コール制御エンティティが情報をアドバタイズしていることを SAF フォワーダが
ローカル Cisco Unified Communications Manager に通知した後、CCD 要求サービスは、学習パ
ターンおよび設定されたパーティションをローカル Cisco Unified Communications Manager の番
号分析に挿入し、学習パターンおよび関連付けられた PSTN フェールオーバー設定をリモート 
コール制御エンティティからローカルにキャッシュします。

この項は、次の内容で構成されています。

• 「学習パターンと CCD 要求サービス」（P.3-11）

• 「CCD 要求サービスと SAF 対応トランク」（P.3-12）

• 「ネットワーク取り消しのサポート」（P.3-14）

学習パターンと CCD 要求サービス

リモート コール制御エンティティ（他の Cisco Unified Communications Manager クラスタや Cisco 
Unified Communications Manager Express など）は、それらのホステッド DN パターンが他のリモー
ト コール制御エンティティにアドバタイズされることを要求します。Cisco Unified Communications 
Manager の場合、アドバタイズされた DN パターンを CCD 要求サービスがローカル Cisco Unified 
Communications Manager の番号分析に挿入した後、Cisco Unified Communications Manager はそのパ
ターンを学習パターンであると見なします。

学習パターンと CCD 要求サービスについて、次の事項を考慮してください。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager の CCD 要求サービスは、リモート コール
制御エンティティによってアドバタイズされるホステッド DN パターンについて学習する
ために、そのプライマリ SAF フォワーダをホステッド DN サービスに登録します。CCD 要
求サービスがホステッド DN サービスに登録するには、SAF 対応トランクをサービスに割
り当てる必要があり、そのサービスを [CCD 要求サービスの設定 (CCD Requesting Service 
Configuration)] ウィンドウでアクティブ化する必要があります。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager が 1 つまたは複数のアドバタイズメントでリ
モート コール制御エンティティから重複した DN パターンを受信した場合、Cisco Unified 
Communications Manager はコールをルーティングするために最適な一致を実行します。たと
えば、Cisco Unified Communications Manager がパターン 813XXXX および 8135XXX を受信し
ます。ユーザが 8135233 をダイヤルした場合、Cisco Unified Communications Manager はコール
をパターン 8135XXX に関連付けられたトランクにルーティングします。

• Cisco Unified Communications Manager Express などのリモート コール制御エンティティから
の学習パターンが、ローカルで設定されたスタティック パターンと同じ場合、ローカル 
Cisco Unified Communications Manager は発信側デバイスのコーリング サーチ スペースの設
定を使用して、コールをローカル パターンにルーティングするか学習パターンにルーティ
ングするかを決定します。

• CCD 要求サービスは、他の Cisco Unified Communications Manager クラスタや Cisco Unified 
Communications Manager Express などのリモート コール制御エンティティからの、重複す
る学習パターンを識別できます。CCD 要求サービスがパターンを処理する方法は、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページでのコール制御ディスカバリの機能パラメー
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タ設定によって異なります。Issue Alarm for Duplicate Learned Pattern 機能パラメータが 
[True] に設定されている場合、CCD 要求サービスはアラームを発行し、重複する学習パ
ターンを保存します。それらのパターンを使用するコールは、異なるコール制御エンティ
ティ間でロード バランスされます。

• 学習パターンのコールが IP を経由できない場合、CCD 要求サービスは PSTN 経由でコールを
ルーティングします。CCD 要求サービスは、学習パターンの PSTN フェールオーバー設定に
基づいて、コールを DID 番号へ転送します。設定されている場合は、発信側デバイスの AAR 
コーリング サーチ スペースが、PSTN フェールオーバー中のコールの転送に使用されます。

• CCD 要求サービスがそれ自身のクラスタによってアドバタイズされた学習パターンを受信
した場合、Cisco Unified Communications Manager はパターンを無視します。たとえば、要
求サービスと同じクラスタ内のノードが学習パターンをアドバタイズした場合、Cisco 
Unified Communications Manager はパターンを破棄します。

• CCD 要求サービスは、すべての学習パターンに対して正規表現チェックを実行し、小文字
のワイルドカードを大文字のワイルドカードに変換します。

• 必要な場合は、使用しなくなった学習パターンをパージでき、リモート コール制御エンティ
ティによって学習パターンがアドバタイズされたときにローカル Cisco Unified Communications 
Manager がパターンを無視するように、学習パターンをブロックできます。たとえば、IP アド
レス 111.11.11.11 のリモート コール制御エンティティからのプレフィックス 235 の学習パター
ンをブロックする場合、[ 学習パターンのブロック (Block Learned Patterns)] ウィンドウで関連情
報を入力することによって、このコール制御エンティティのパターンを明確にブロックできま
す。この例では、設定を保存した後、CCD 要求サービスはローカル キャッシュを検索し、IP 
アドレス 111.11.11.11 のリモート コール制御エンティティからのプレフィックス 235 の学習パ
ターンをパージします。この情報を持つ後続の通知は、ローカル Cisco Unified Communications 
Manager によってブロックおよび無視されます。パターンのブロックおよびパージは完全一致
に基づきます。たとえば、235XX を設定すると 235XX がブロックされます。そのパターンの
サブセットはブロックされません。リモート コール制御エンティティまたはリモート IP アド
レスを指定しない場合、Cisco Unified Communications Manager はパターンをアドバタイズするす
べてのリモート コール制御エンティティのパターンをパージおよびブロックします。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ ブロックされた学習パターンの検
索と一覧表示 (Find and List Blocked Learned Pattern)] ウィンドウで、パージおよびブロック
された学習パターンを表示できます。これらのパージまたはブロックされた学習パターン
は、RTMT には表示されません。ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページから削除した場合、それらが SAF ネットワークでまだ使用可能であ
れば（および、クラスタの学習パターンの最大数に達していなければ）、Cisco Unified 
Communications Manager はそれらのパターンを再学習できます。

CCD 要求サービスと SAF 対応トランク

CCD 要求サービスを設定するときに、SAF 対応トランクをサービスに割り当てます。CCD 要
求サービスと SAF 対応トランクの連携について、次の事項を考慮してください。

• Cisco Unified Communications Manager は、発信コールを SAF 対応の SIP または H.323 クラ
スタ間（非ゲートキーパー制御）トランク経由で、SAF ネットワークを使用するリモート 
コール制御エンティティにルーティングします。つまり、CCD 要求サービスに割り当てる 
SAF 対応トランクが、リモート コール制御エンティティから学習 DN パターンへの発信
コールを管理します。

• SAF 対応トランクが 2 つの Cisco Unified Communications Manager ノードを持つ Cisco Unified 
Communications Manager グループを使用する場合、 SAF 対応トランクの Cisco Unified 
Communications Manager への登録後、CCD 要求サービスは各ノードで実行されます。



 

3-13
Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービス ガイド

第 3 章      コール制御ディスカバリ

    Cisco Unified Communications Manager のコール制御ディスカバリの概要

• リモート Cisco Unified Communications Manager の SAF 対応トランクのデバイス プールに 3 つ
の Cisco Unified Communications Manager ノードが含まれている場合、トランクは 3 つのノー
ドすべてで実行され、同じ DN パターンのホステッド DN サービスをアドバタイズします。
ホステッド DN サービスに登録するローカル Cisco Unified Communications Manager は、DN パ
ターンは同じだが 3 つのノードの IP アドレスは異なる 3 つのアドバタイズメントを受信しま
す。CCD 要求サービスは、DN パターンをローカル キャッシュに追加し、パターンを 3 つの
ノードの IP アドレスに関連付けます。リモート Cisco Unified Communications Manager への発
信コールの場合、CCD 要求サービスはダイヤルされたパターンと DN に関連付けられている 
Cisco Unified Communications Manager のリストを、CCD 要求サービスに割り当てられている 
SAF 対応トランクに提供します。表 3-3（P.3-13）に示すように、ロード バランシングが行わ
れます。トランクは、トランクで可能な順序でコールを確立し、ノードが使用不可の場合は
リストの次のノードに移動します。

• CCD 要求サービスは、リモート コール制御エンティティの IP アドレスおよびポート番号
を SAF 対応トランクに提供します。

• SAF 対応トランクには、事前設定された宛先はありません。学習パターンへの発信コールの場
合、コール制御ディスカバリはコールごとに宛先 IP アドレスを動的なトランクに提供します。

• リモート コール制御エンティティは、H.323 トランク経由の発信コールに QSIG トンネルが
必要かどうかを判別します。QSIG トンネルが必要であることをリモート コール制御エン
ティティがアドバタイズした場合、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの 
[H.323 設定 (H.323 Configuration)] ウィンドウで QSIG サポートが不要であることが指定され
ている場合でも、QSIG メッセージは発信コールのメッセージ内でトンネル化されます。

• CCD 要求サービスは、学習パターンのプロトコル、ローカル トランク、およびパターンを
アドバタイズしたリモート コール制御エンティティの IP アドレスを考慮することで、学習
パターンへのコールに対するラウンドロビン ロード バランシングを実行します。 表 3-3

（P.3-13）に、CCD 要求サービスが SAF 対応の SIP および H.323 クラスタ間トランクを使用
して学習パターンへのコールをどのようにロード バランスするかを示します。

表 3-3 学習パターンへのコールに対するラウンドロビン ロード バランシング

コール 動作

8408XXXX への最初のコー
ルの場合

CCD 要求サービスは SIP トランクを選択し、コールは学習され
た SIP トランク IP アドレス 10.1.1.1/5060、10.1.1.2/5060 の SIP 
トランクにルーティングされます。

8408XXXX への 2 番目の
コールの場合

CCD 要求サービスは、学習された H323 トランク IP アドレス 
10.1.1.1/3456、10.1.1.2/7890 の H323 クラスタ間トランクを選択
します。

8408XXXX への 3 番目の
コールの場合

CCD 要求サービスは SIP トランクを選択し、コールは学習され
た SIP トランク IP アドレス 10.1.1.2/5060、10.1.1.1/5060 の SIP 
トランクにルーティングされます。

8408XXXX への 4 番目の
コールの場合

CCD 要求サービスは、学習された H.323 トランク IP アドレス 
10.1.1.2/7890、10.1.1.1/3456 の H.323 クラスタ間トランクを選択
します。
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ネットワーク取り消しのサポート

CCD 要求サービスは、SAF ネットワークからの取り消しを次のように処理します。

• リモート コール制御エンティティが特定の学習パターンの発行を解除した場合、CCD 要求
サービスはソース取り消し要求を SAF ネットワークから受信すると、それらの学習パター
ンをローカル キャッシュおよび番号分析からパージします。この場合、それらの学習パ
ターンへのコールは発生しません。

• SAF フォワーダがコール制御エンティティとのネットワーク接続を失うと、SAF フォワー
ダはそのコール制御エンティティから発行された学習パターンを取り消します。この場合、
CCD 要求サービスはそれらの学習パターンを IP による到達不能としてマークし、コールは 
PSTN ゲートウェイ経由でルーティングされます。

失われた接続を復元できず、PSTN フェールオーバー タイマーがタイムアウトする前に新
しい通知要求が着信しない場合、CCD 要求サービスは到達不能な学習パターンを番号分析
からすべて登録解除し、ローカル キャッシュからパージします。この場合、これらの学習
パターンへのコールは発生しません。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager がプライマリとセカンダリ両方の SAF フォ
ワーダへの TCP 接続を失った場合、CCD Learned Pattern IP Reachable Duration 機能パラメー
タのタイマーが期限切れになった後、CCD 要求サービスはすべての学習パターンを IP 到達
不能としてマークします。この場合、学習パターンへのすべてのコールは PSTN ゲート
ウェイを経由してルーティングされます。CCD PSTN Failover Duration パラメータのタイ
マーが期限切れになる前に SAF ネットワークへの接続が復元されない場合、CCD 要求サー
ビスは到達不能な学習パターンを番号分析からすべて登録解除し、ローカル キャッシュか
らパージします。パージされた学習パターンへのコールは失敗します。

• ローカル Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダへの TCP 接続を失うと、
その SAF フォワーダは他のすべての SAF フォワーダに接続します。この場合、他の SAF 
フォワーダはコール制御エンティティに通知し、コール制御エンティティは到達不能パ
ターン期間タイマーが期限切れになった後（Cisco Unified Communications Manager の場合、
これは CCD Learned Pattern IP Reachable Duration 機能パラメータです）、パターンを IP によ
る到達不能としてマークします。Cisco Unified Communications Manager の場合、CCD 
PSTN Failover Duration パラメータのタイマーが期限切れになる前に SAF ネットワークへの
接続が復元されない場合、CCD 要求サービスは到達不能な学習パターンを番号分析からす
べて登録解除し、ローカル キャッシュからパージします。パージされた学習パターンへの
コールは失敗します。

詳細情報

「関連項目」（P.3-47）

SAF フォワーダ

SAF フォワーダ（SAF 用に設定した Cisco IOS ルータ）は、リモート コール制御エンティティ
がホステッド DN パターンをアドバタイズしたときに、ローカル Cisco Unified Communications 
Manager クラスタに通知します。また、SAF フォワーダは、[CCD アドバタイジングサービス
(CCD Advertising Service)] ウィンドウで設定された設定および登録済みトランクごとに、ロー
カル Cisco Unified Communications Manager クラスタから発行要求を受信します。発行要求に
は、Cisco Unified Communications Manager のホステッド DN パターン、PSTN フェールオー
バー設定、トランクのリスニング ポート、および（SIP トランクの場合は）SIP ルート ヘッ
ダー フィールドが含まれています。SIP ルート ヘッダー フィールドにはトランクの URI が含
まれています。
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表 3-4 に、Cisco Unified Communications Manager がサポートする SAF 配置モデルを示します。

フェールオーバーをサポートしない単一の SAF フォワーダを設定できます。または、プライマ
リおよびバックアップの SAF フォワーダを設定してフェールオーバーをサポートします。プラ
イマリおよびバックアップの SAF フォワーダでは、Cisco Unified Communications Manager は、
プライマリ SAF フォワーダが使用できないときはバックアップ SAF フォワーダに対してアド
バタイズおよび登録します。

SAF フォワーダには、Cisco Unified Communications Manager が SAF ネットワークと通信するため
に使用する IPv4 アドレスおよびポートが含まれています。起動時に、SAF クライアント コント
ロール（Cisco Unified Communications Manager の設定不可能な固有のコンポーネント）は、Cisco 
Unified Communications Manager に登録する最初の SAF フォワーダをプライマリ SAF フォワーダ
としてマークします。プライマリ SAF フォワーダはホステッド DN サービスに登録します。バッ
クアップはこのタスクを実行しません。何らかの理由でプライマリ SAF フォワーダが使用不可
になると、バックアップ SAF フォワーダはすぐにプライマリ SAF フォワーダに昇格されます。

Cisco Unified Communications Manager の SAF クライアント コントロール コンポーネントは、一定の
間隔で SAF フォワーダにキープアライブ メッセージを送信することによって、SAF フォワーダへ
の接続を維持します。SAF クライアント コントロール コンポーネントでは、ネットワーク エラー、
TCP 接続の失敗、または SAF フォワーダの失敗によってキープアライブ応答タイムアウトが発生
します。プライマリ SAF フォワーダが到達不能になると、バックアップ SAF フォワーダが自動的
にプライマリ SAF フォワーダになり、Cisco Unified Communications Manager の SAF クライアント コ
ンポーネントは失敗した SAF フォワーダとの接続を確立しようとします。接続が確立されると、
SAF フォワーダはバックアップ SAF フォワーダとして再度指定されます。この状況では、SAF ク
ライアント コントロール コンポーネントは新しい（現在の）昇格されたプライマリ SAF フォワー
ダを使用し、現在のプライマリ SAF フォワーダが使用されていることを CCD アドバタイジング 
サービスと CCD 要求サービスに通知します。CCD サービスは、すべての発行要求および登録要求
を現在のプライマリ SAF フォワーダに送信します。現在のプライマリ SAF フォワーダは、受信し
たすべてのホステッド DN サービス アドバタイズメントの通知を SAF クライアント コントロール 
コンポーネントに送信します。SAF クライアント コントロール コンポーネントは、アドバタイズ
メントを CCD 要求サービスに転送します。CCD 要求サービスは、バックアップ SAF フォワーダか
ら受信した通知をキャッシュされている情報と比較し、必要に応じて新しい情報を更新、削除、ま
たは追加します。SAF クライアント コントロール コンポーネントは、失敗した SAF フォワーダに
一定の間隔で再接続しようとします。接続試行が成功すると、SAF クライアント コントロール コ
ンポーネントは以前に失敗した SAF フォワーダに再登録し、他の SAF フォワーダをバックアップ
として再指定します。

表 3-4 SAF 配置モデル

配置モデル 説明 注

クラスタ全体 クラスタ内のすべてのノー
ドは、すべての SAF フォ
ワーダに接続できます。

クラスタ全体の配置モデルは、プライマリおよ
びバックアップの SAF フォワーダをサポートで
きます。

ノード固有 クラスタ内の特定のノード
が SAF フォワーダに割り当
てられ、それらのノードは
ネットワーク内で設定され
ている他の SAF フォワーダ
よりもこれらの SAF フォ
ワーダを優先します。つま
り、特定のノードは、最初
は設定されている他の SAF 
フォワーダではなく割り当
てられた SAF フォワーダに
常に接続します。

ノード固有の配置モデルは、プライマリおよび
バックアップの SAF フォワーダをサポートでき
ます。

この配置モデルは、クラスタ内の各ノードが地理
的に離れており、ローカル トラフィックをローカ
ル ノード経由でルーティングする WAN 経由のク
ラスタリング配置にお勧めします。COW 配置の
場合、プライマリおよびバックアップの SAF フォ
ワーダを複数セット設定して、異なる地理的ロ
ケーションをサポートできます。

最大で 2 つの SAF フォワーダを特定のノードに
割り当てることができます。
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ヒント Cisco Unified Communications Manager は、データベースに 3 つ以上の SAF フォワーダが設定さ
れている場合でも、常にプライマリ SAF フォワーダに対してアドバタイズおよび登録します。
プライマリ SAF フォワーダがデータベースから削除された場合、バックアップ SAF フォワー
ダが自動的にプライマリ SAF フォワーダになり、Cisco Unified Communications Manager は設定
されている別の SAF フォワーダをバックアップ SAF フォワーダに昇格させます。

クラスタ全体の配置の場合は、プライマリおよびバックアップの SAF フォワーダを指定できま
せん。Cisco Unified Communications Manager データベースは、SAF フォワーダの順序リストを 
Cisco Unified Communications Manager に送信します。

SAF フォワーダのいずれかまたは両方が動作しない場合、3 番目の SAF フォワーダが設定され
ている場合でも、Cisco Unified Communications Manager は 3 番目の SAF フォワーダに接続しよ
うとはしません。プライマリおよびバックアップの SAF フォワーダの接続が失われた場合、3 
番目の SAF フォワーダが設定されている場合でも、Cisco Unified Communications Manager は 3 
番目の SAF フォワーダに接続しません。

CCD アドバタイジング サービスまたは CCD 要求サービスが SAF ネットワークとの接続を失っ
た場合、SAF フォワーダは他のすべてのコール制御ディスカバリ サービスにサービスの中断に
ついて通知します。クライアントは引き続き SAF フォワーダに登録しようとします。CCD 
サービスが SAF ネットワークと再接続した後、SAF フォワーダはすぐにすべての CCD サービ
スにサービスの復旧について通知します。

SAF フォワーダが他の SAF フォワーダまたは外部クライアント（Cisco Unified Communications 
Manager や Cisco Unified Communications Manager Express など）の 1 つとの TCP 接続の失敗を
検出すると、Cisco Unified Communications Manager は、SAF フォワーダからネットワーク取り
消し通知を受信した後、学習パターンを到達不能としてマークします。これらの学習パターン
への後続のすべてのコールは、到達不能学習パターンの PSTN フェールオーバー設定を使用し
て PSTN 経由でルーティングされます。CCD PSTN Failover Duration 機能パラメータのタイマー
は、ネットワーク取り消し通知の受信後すぐに起動されます。タイマーの進行中に Cisco 
Unified Communications Manager が別のネットワーク取り消し通知を受信した場合、Cisco 
Unified Communications Manager はタイマーを再起動します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager は、ダイジェスト認証（SHA1）を使用して SAF フォ
ワーダと通信します。管理者は、SAF フォワーダのセキュリティ プロファイルを設定します。
これにより、Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに送信する要求にユーザ
名およびパスワードが含まれます。要求には、ユーザ名およびパスワードが格納される 
MESSAGE INTEGRITY 属性が含まれている必要があります。

SAF フォワーダと Cisco Unified Communications Manager の間で接続が失われた場合（サーバま
たはルータのケーブルが外されるなど）、登録ステータスが正しくなくても正しいように表示
される場合があります。この場合、SAF キープアライブ タイマー（SAF フォワーダ上）または 
TCP タイマーの期限が切れるまで、パターンは到達可能と表示される場合があります。TCP タ
イマーの期限が切れた後、パターンは到達不能としてマークされます。

詳細情報

• 「関連項目」（P.3-47）

• 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Configuration Guide』

• 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Command Reference』
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コール制御ディスカバリのシステム要件
Cisco Unified Communications Manager には、次のシステム要件があります。

• ローカルの Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)（以上の）クラスタ

• SAF 対応の SIP または H.323 クラスタ間（非ゲートキーパー制御）トランク

• SAF ネットワークをサポートおよび使用するリモート コール制御エンティティ（他の 
Cisco Unified Communications Manager 8.0(2)（以上の）クラスタや Cisco Unified 
Communications Manager Express サーバなど）

• SAF フォワーダとして設定されている Cisco IOS ルータ

ヒント Cisco Feature Navigator を使用すると、特定のソフトウェア リリース、機能セット、また
はプラットフォームをサポートする Cisco IOS および Catalyst OS ソフトウェア イメージを
判別できます。Cisco Feature Navigator にアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfn に
移動します。

インタラクションおよび制限事項

自律システム

すべての Cisco Unified Communications Manager クラスタは、同じ Autonomous System（AS; 自
律システム）内のアドバタイズまたは学習されたルートに制限されます。

BLF 登録

ユーザが SAF 学習パターンの BLF ステータスを登録する場合、Cisco Unified Communications 
Manager は SIP 登録メッセージを SIP トランク経由でリモート クラスタに送信します。

この機能は SAF 対応 SIP トランクだけでサポートされます（SAF 対応 H.323 トランクではサ
ポートされません）。

一括管理ツール

一括管理ツールでは、SAF セキュリティ プロファイル、SAF フォワーダ、CCD アドバタイジング 
サービス、CCD 要求サービス、ホステッド DN グループ、ホステッド DN パターンなどの設定をイ
ンポートおよびエクスポートできます。設定をインポートおよびエクスポートする方法について
は、『Cisco Unified Communications Manager Bulk Administration ガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

Cisco Unified Communications Manager は、SAFCCDRequestingService としての onBehalfOf の転
送を、転送理由 SS_RFR_SAF_CCD_PSTNFAILOVER でサポートします。これは、コールが 
PSTN フェールオーバー番号に転送されることを示します。

呼詳細レコードの詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Call Detail 
Records Administration Guide』を参照してください。

着信の着信側設定項目

H.323 プロトコルは、国際エスケープ文字 + をサポートしていません。H.323 ゲートウェイまた
はトランク経由の着信コールについて SAF/ コール制御ディスカバリで正しい DN パターンが使
用されるようにするには、サービス パラメータ、デバイス プール、H.323 ゲートウェイ、または 
H.323 トランクのウィンドウで着信の着信側設定項目を設定する必要があります。つまり、着信

http://www.cisco.com/go/cfn
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の着信側設定項目を設定することで、着信コールが H.323 ゲートウェイまたはトランクからであ
る場合に、Cisco Unified Communications Manager は着信側番号をトランクまたはゲートウェイ経
由で送信された元の値に戻します。詳細については、次の例を参照してください。

• たとえば、発信者が Cisco Unified Communications Manager A に対して +19721230000 に発信
します。

• Cisco Unified Communications Manager A は +19721230000 を受信し、コールを H.323 トランク
に送信する前に番号を 55519721230000 に変換します。この場合、設定は国際タイプのコール
について、国際エスケープ文字 + を除去して 555 を前に付加することを指定しています。

• トランクからのこの着信コールの場合、Cisco Unified Communications Manager B は 
55519721230000 を受信し、発信者が送信した値を番号分析で使用できるように、番号を 
+19721230000 に戻します。この場合、着信の着信側設定項目の設定は、国際タイプの着信
側番号に対して、555 を除去して +1 を前に付加することを指定しています。

Cisco Unified サービスアビリティ

Cisco Unified サービスアビリティ は、コール制御ディスカバリ機能をサポートするアラームを提
供します。アラームを設定する方法については、『Cisco Unified Serviceability Administration 
Guide』を参照してください。コール制御ディスカバリ機能に関連付けられるアラーム定義につ
いては、「コール制御ディスカバリのトラブルシューティング」（P.3-47）を参照してください。

Dialed Number Analyzer

Dialed Number Analyzer を使用すると、ダイヤル プランについて学習パターンを分析できるよ
うに、学習パターンを追加できます。この作業の実行方法については、『Cisco Unified 
Communications Manager Dialed Number Analyzer Guide』を参照してください。

セキュリティ（ダイジェスト認証）

Cisco Unified Communications Manager は、ダイジェスト認証（TLS なし）を使用して SAF フォ
ワーダに対して認証します。Cisco Unified Communications Manager がメッセージを SAF フォ
ワーダに送信すると、Cisco Unified Communications Manager は SHA1 チェックサムを計算して
メッセージの MESSAGE-INTEGRITY フィールドに含めます。

SAF セキュリティ プロファイルを設定する必要があります。詳細については、「SAF セキュリ
ティ プロファイルの設定項目」（P.3-26）を参照してください。

QSIG

H.323 の設定ウィンドウにある [QSIG バリアント (QSIG Variant)] および [ASN.1 ROSE OID エン
コーディング (ASN.1 ROSE OID Encoding)] の設定は、CCD アドバタイジング サービスによっ
てアドバタイズされます。これらの設定は、着信トンネル化コールの QSIG メッセージのデ
コードに影響します。コール制御ディスカバリでは、発信コールには影響しません。

リモート コール制御エンティティは、H.323 トランク経由の発信コールに QSIG トンネルが必
要かどうかを判別します。QSIG トンネルが必要であることをリモート コール制御エンティ
ティがアドバタイズした場合、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [H.323 設
定 (H.323 Configuration)] ウィンドウで QSIG サポートが不要であることが指定されている場合
でも、QSIG メッセージは発信コールのメッセージ内でトンネル化されます。

Real-Time Monitoring Tool

Real-Time Monitoring Tool には、コール制御ディスカバリ機能をサポートする perfmon カウンタ
が表示されます。これらの perfmon カウンタについては、『Cisco Unified Real Time Monitoring 
Tool Administration Guide』を参照してください。

Real-Time Monitoring Tool を使用すると、学習パターンおよび SAF フォワーダのレポートを表
示できます。
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学習パターン レポートには、学習パターン名、タイム スタンプ、パターンの到達可能性ス
テータス、パターンのホストとなるリモート コール制御エンティティ、PSTN フェールオー
バー設定、宛先 IP アドレスとポートなどの情報が表示されます。RTMT を使用すると、さまざ
まな条件に基づいて検索できます。たとえば、リモート コール制御エンティティの検索を指定
すると、リモート コール制御エンティティのすべての学習パターンが表示されます。

SAF フォワーダ レポートには、認証ステータス、SAF フォワーダの登録ステータスなどの情報
が表示されます。

これらのレポートの詳細については、『Cisco Unified Real Time Monitoring Tool 
Administration Guide』を参照してください。

SAF ネットワークの問題

Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合、CCD 要求サービス
または CCD アドバタイジング サービスが非アクティブ（つまり、Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで [ アクティブ化された機能 (Activated Feature)] チェックボックスがオフ）
でないかぎり、これらのサービスの設定を更新しないことをお勧めします。Cisco Unified 
Communications Manager が SAF ネットワークに接続できないときにサービスを更新し、これらの
サービスがアクティブな場合、問題が発生する可能性があります。たとえば、パターンが到達不
能または到達可能として正しく分類されない、重複したパターンまたは古いパターンが存在す
る、などです。

また、Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合は SAF フォ
ワーダの設定を更新しないことをお勧めします。

コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager のインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネッ
トワークでコール制御ディスカバリ機能をサポートできます。実行する必要がある設定作業に
ついては、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）を参照してください。

コール制御ディスカバリの設定

ヒント コール制御ディスカバリ機能を設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリス
ト」（P.3-2）を参照してください。

この項は、次の内容で構成されています。

• 「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）

• 「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）

• 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-26）

• 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-27）

• 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-31）

• 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-32）

• 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-34）

• 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-36）

• 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-37）
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• 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-40）

• 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-42）（コール制御ディスカバリに関
する設定の検索の実行方法について説明します。検索と一覧表示のウィンドウでの処理方
法について説明します）

• 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-26）（コール制御ディスカバリのウィン
ドウでの処理手順について説明します。この項では設定項目については説明しません）

• 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-46）

• 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-34）

• 「コール制御ディスカバリの設定レコードの削除」（P.3-46）

コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項

コール制御ディスカバリ機能を設定する前に、次の考慮事項を確認してください。

• 「SAF フォワーダ」（P.3-20）

• 「ホステッド DN パターンとホステッド DN グループ」（P.3-20）

• 「CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求サービス」（P.3-21）

• 「SAF 対応トランク」（P.3-23）

ヒント この項では、設定に関する考慮事項をすべて説明するわけではありません。この項では、CCD 
の設定項目を設定する前に確認する必要がある考慮事項の概要について説明します。この項は、
「コール制御ディスカバリの設定」（P.3-19）に記載されている項と一緒に使用してください。

SAF フォワーダ

• 冗長性のために、プライマリおよびバックアップの SAF フォワーダを設定することをお勧
めします。

• SAF フォワーダまたは SAF セキュリティ プロファイルを設定する場合、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページの一部の設定は Cisco IOS ルータで入力した設定と一
致している必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager は、SAF フォワーダについてクラスタ全体または
ノード固有の配置モデルをサポートします。SAF フォワーダを設定する前に、表 3-4

（P.3-15）を確認してください。これらの配置モデルについて説明されています。

• SAF フォワーダに設定できるのは IPv4 だけです。

• 各 SAF フォワーダには一意の IP アドレスが必要です。

• Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合は SAF フォ
ワーダの設定を更新しないことをお勧めします。

• SAF フォワーダのフィールドの説明については、「SAF セキュリティ プロファイルの設定
項目」（P.3-26）および「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-27）を参照してください。

ホステッド DN パターンとホステッド DN グループ

• [PSTN フェールオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip Digits)]、[PSTN フェールオーバー付
加番号 (PSTN Failover Prepend Digits)]、および [ ホステッド DN を PSTN フェールオーバー
として使用 (Use HostedDN as PSTN Failover)] の設定は、[ ホステッド DN グループの設定
(Hosted DN Group Configuration)] ウィンドウと [ ホステッド DN パターンの設定 (Hosted DN 
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Pattern Configuration)] ウィンドウの両方に表示されます。[ ホステッド DN パターンの設定
(Hosted DN Pattern Configuration)] ウィンドウでこれらの設定項目を設定しない場合、ホス
テッド DN グループの設定がホステッド DN パターンに適用されます。

• 各ホステッド DN グループは、DN 範囲をアドバタイズする 1 つの地理的ロケーションを対
象とします。

• ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機
能の複数のホステッド DN パターンを同時に追加または更新できるように、.cvs ファイル
をダウンロードできます。その後、同じウィンドウでパターンをアップロードできます

（複数のホステッド DN パターンを BAT で追加または更新することもできます）。

パターンをアップロードするときにパターンの置換を選択した場合は、すべてのホステッ
ド DN パターンが失われます。

.csv ファイルに無効または不正なデータが存在する場合、データは Cisco Unified 
Communications Manager によって無視されます。

• Cisco Unified Communications Manager では、クラスタごとに最大 2,000 のホステッド DN パ
ターンを設定できます。

• 各ホステッド DN パターンは一意である必要があります。各ホステッド DN パターンは、1 つ
のホステッド DN グループだけに存在できます。

• [ ホステッド DN パターンの検索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンドウで
は、ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別できます。この作業
の実行方法については、「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識
別」（P.3-46）を参照してください。

• ホステッド DN グループおよびホステッド DN パターンのフィールドの説明については、
「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-31）および「ホステッド DN パターンの設定項
目」（P.3-32）を参照してください。

CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求サービス

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、CCD アドバタイジング サービスと 
CCD 要求サービスに同じ名前を付けることはできません。

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページでトランクの SAF を有効にし、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページで SAF 対応トランクを CCD アドバタイジン
グ サービスと CCD 要求サービスに割り当てる必要があります。SAF 対応 SIP トランクは、
UDP または TCP だけをサポートします。必要な場合は、CCD アドバタイジング サービス
と CCD 要求サービスに対して同じ SAF 対応トランクを使用できます。トランクの SAF の
有効化については、「SAF 対応トランクの設定」（P.3-46）を参照してください。

• CCD 要求サービスを 1 つ設定できます。CCD アドバタイジング サービスは必要な数だけ
設定できます。

• 1 つの CCD アドバタイジング サービスに関連付けることができるホステッド DN グループ
は 1 つだけです。

• コール制御ディスカバリ機能はルート パーティションに依存します。ルート パーティションは 
[CCD パーティション (CCD Partition)] ウィンドウ（[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コー
ル制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ パーティション (Partition)]）で設定します。こ
のルート パーティションは、すべての学習パターンがルート パーティションの下の番号分析に
配置されるように、コール制御ディスカバリによって排他的に使用されます。このパーティ
ションを CCD 要求サービスに割り当てます。

CCD パーティションは Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ コールルー
ティング (Call Routing)] > [ コントロールのクラス (Class of Control)] > [ パーティション
(Partition)] では表示されません。

CCD パーティションのフィールドの説明については、「コール制御ディスカバリのパー
ティションの設定項目」（P.3-36）を参照してください。
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ヒント [CCD 要求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウで [ 学習パ
ターンプレフィックス (Learned Pattern Prefix)] フィールドまたは [ ルートパーティショ
ン (Route Partition)] フィールドを更新すると、システム パフォーマンスに影響を及ぼす
場合があります。これらのフィールドが変更されると、番号分析マスター ルーティン
グ テーブルが自動的に更新されるためです。システム パフォーマンスの問題を回避す
るために、これらのフィールドはオフピーク時に更新することをお勧めします。

• CCD アドバタイジング サービスと CCD 要求サービスの設定を変更した後、[ 保存 (Save)] を
クリックします。次のイベントを発生させる場合以外は、これらのウィンドウで [ リセット
(Reset)] ボタンをクリックする必要はありません。

– CCD アドバタイジング サービスの場合：[CCD アドバタイジングサービスの設定 (CCD 
Advertising Service Configuration)] ウィンドウの [ リセット (Reset)] ボタンにより、コー
ル制御ディスカバリ アドバタイジング サービスは既存の発行要求を取り消し、すべて
の関連情報を再度発行します。

– CCD 要求サービスの場合：[CCD 要求サービスの設定 (CCD Requesting Service 
Configuration)] ウィンドウの [ リセット (Reset)] ボタンにより、要求サービスはローカ
ル キャッシュから学習パターンを削除し、SAF ネットワークに再登録します。[CCD
要求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウの [ リセット
(Reset)] ボタンをクリックすると、Cisco Unified Communications Manager はパターンを
再度学習できます。

ネットワークへの影響を最小限にするために、[CCD アドバタイジングサービスの設定
(CCD Advertising Service Configuration)] ウィンドウまたは [CCD 要求サービスの設定 (CCD 
Requesting Service Configuration)] ウィンドウの [ リセット (Reset)] ボタンはオフピーク時に
クリックすることをお勧めします。

[CCD アドバタイジングサービスの設定 (CCD Advertising Service Configuration)] および 
[CCD 要求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウの [ リセット
(Reset)] のクリックでは、トランクはリセットされません。トランクは [ トランクの設定
(Trunk Configuration)] ウィンドウでリセットします。

• CCD アドバタイジング サービスを削除すると、割り当てられている各トランクを使用して
アドバタイズされるすべてのホステッド DN パターンの発行は解除されます。

• CCD 要求サービスを削除すると、すべての学習パターンはローカル キャッシュおよび番号
分析から登録解除されます。

• リモート コール制御エンティティによってアドバタイズされる学習パターンへユーザに発
信コールさせる場合は、デバイスに割り当てるコーリング サーチ スペースに、CCD 要求
サービスに割り当てられているルート パーティションが含まれるようにします。

• Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続できない場合、CCD 要求
サービスまたは CCD アドバタイジング サービスが非アクティブ（つまり、Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで [ アクティブ化された機能 (Activated Feature)] 
チェックボックスがオフ）でないかぎり、これらのサービスの設定を更新しないことをお
勧めします。Cisco Unified Communications Manager が SAF ネットワークに接続できないと
きにサービスを更新し、これらのサービスがアクティブな場合、問題が発生する可能性が
あります。たとえば、パターンが到達不能または到達可能として正しく分類されない、重
複したパターンまたは古いパターンが存在する、などです。

• コール制御エンティティが同じホステッド DN パターンをアドバタイズしないようにして
ください。
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コール制御エンティティが同じホステッド DN パターンをアドバタイズした場合、問題が
発生する可能性があります。たとえば、次の場合に、アドバタイズしているクラスタ間で
コール ルーティング ループが発生する可能性があります。これらのクラスタが、ローカル
で設定されている静的パーティションの前に学習パターン パーティションがあるコーリン
グ サーチ スペースを使用して、学習パターンにコールした場合です。

• CCD アドバタイジング サービスおよび CCD 要求サービスのフィールドの説明については、
「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-34）および「CCD 要求サービスの設定
項目」（P.3-37）を参照してください。

SAF 対応トランク

• SAF 対応 H.323 トランクと SAF 対応 SIP トランクを 1 つずつ設定すると、1 つのクラスタ
の学習パターンへのすべての SIP および H.323 コールにサービスを提供できます。

• SAF 対応トランクを CCD アドバタイジング サービスまたは CCD 要求サービスに割り当てる
前に、トランクに設定を適用してください。設定は [ トランクの設定 (Trunk Configuration)] 
ウィンドウで適用します。

• CCD 要求サービスを設定するときに SAF 対応トランクを選択して割り当てない場合、
CCD 要求サービスは作成されず、パターンは学習されません。

• SAF 対応の H.323 トランクと SIP トランクの両方を CCD 要求サービスに割り当てる場合、
トランクに割り当てられるデバイス プールに同じ Cisco Unified Communications Manager グ
ループが存在するようにしてください。

• WAN 経由のクラスタリング配置をサポートするには、SAF 対応トランクのセットに関連付
ける異なる Cisco Unified Communications Manager グループを設定します。

• 冗長性を確保し、コール処理トラフィックを削減するには、SAF 対応トランクに割り当て
るデバイス プールの Cisco Unified Communications Manager グループ内のノードの数を 2 つ
までにすることをお勧めします。

• トランクがルート グループに割り当てられているか、ルート パターンに関連付けられている
場合、トランクの SAF を有効にできません。同様に、トランクの SAF を有効にする場合、ト
ランクをルート グループに割り当てるか、ルート パターンに関連付けることはできません。

• トランクの SAF を有効にする前に、SIP トランクに非セキュアのセキュリティ プロファイ
ルがあることを確認します。認証された、または暗号化されたセキュリティ プロファイル
を使用する SIP トランクの SAF は有効にできません。

• CCD アドバタイジング サービスに割り当てられている SAF 対応トランクをリセットする
と、CCD アドバタイジング サービスはホステッド DN パターンの発行を解除し、そのトラ
ンクの別のサービス ID で再度発行します。

• さまざまな SAF 対応トランクがさまざまな Cisco Unified Communications Manager グループ
を使用するように設定されている場合、着信および発信 SAF 関連コール トラフィックは、
さまざまな Cisco Unified Communications Manager ノード間で分散されます。

• SAF 対応トランクの Cisco Unified Communications Manager グループが変更された場合、
CCD アドバタイジング サービスは発行解除要求を SAF ネットワークに送信します。また、
この Cisco Unified Communications Manager ノードでトランクが実行されないため、CCD 要
求サービスはローカル キャッシュおよび番号分析から学習パターンを削除します。CCD ア
ドバタイジング サービスおよび CCD 要求サービスが新しいノードで開始された後、アド
バタイジング サービスは発行要求を SAF ネットワークに送信し、要求サービスは登録要求
を SAF ネットワークに送信します。

• SAF 対応トランクのデバイス プールを変更した場合、CCD アドバタイジング サービスは発
行解除要求を SAF ネットワークに送信します。また、この Cisco Unified Communications 
Manager ノードでトランクが実行されないため、CCD 要求サービスはローカル キャッシュお
よび番号分析から学習パターンを削除します。CCD アドバタイジング サービスおよび CCD 
要求サービスが新しいノードで開始された後、アドバタイジング サービスは発行要求を SAF 
ネットワークに送信し、要求サービスは登録要求を SAF ネットワークに送信します。
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• SAF 対応トランクを Cisco Unified Communications Manager の管理ページから削除する場
合、[ トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウから削除する前に、トランクを 
CCD アドバタイジング サービスおよび CCD 要求サービスから割り当て解除する必要があ
ります。

• SAF 対応トランクをリセットするか、トランクの Cisco Unified Communications Manager グ
ループを変更すると、CCD アドバタイジング サービスおよび CCD 要求サービスに影響を
及ぼします。たとえば、トランクをリセットし、10 秒経過した後 CCD 要求サービスがト
ランクにアクセスできない場合、すべての学習パターンは番号分析およびローカル キャッ
シュからパージされ、要求サービスは停止します。

その他の考慮事項

• PSTN フェールオーバーを確保するために、ルート パターンを設定してゲートウェイに割
り当てます。

• クラスタが E.164 をサポートしていない場合、ユーザが E.164 番号をダイヤルできるよう
にトランスレーション パターンを設定する必要があります。

• Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ ブロックされた学習パターンの検
索と一覧表示 (Find and List Blocked Learned Pattern)] ウィンドウで、パージおよびブロック
された学習パターンを表示できます。ブロックされたパターンを Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページから削除した場合、それらが SAF ネットワークでま
だ使用可能であれば（および、クラスタの学習パターンの最大数に達していなければ）、
Cisco Unified Communications Manager はそれらのパターンを再学習できます。

• 学習パターンは RTMT で表示されます。

コール制御ディスカバリの機能パラメータ

コール制御ディスカバリ機能をサポートする機能パラメータにアクセスするには、[ コール
ルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ 機能設定
(Feature Configuration)] を選択します。 表 3-5 に、コール制御ディスカバリ機能の機能パラメー
タを示します。詳細については、[ 機能設定 (Feature Configuration)] ウィンドウで疑問符をク
リックしてください。

表 3-5 コール制御ディスカバリの機能パラメータ

機能パラメータ 説明

CCD Maximum Number of 
Learned Patterns

このパラメータは、この Cisco Unified Communications Manager 
クラスタが SAF ネットワークから学習できるパターンの数を
指定します。許可される学習パターンの数が多いほど、必要に
なるサーバのメモリおよび CPU 処理能力は大きくなります。
Cisco Unified Communications Manager がパラメータ設定で指定
されているよりも多くのパターンを学習しようとすると、ア
ラーム CCDLearnedPatternLimitReached が発行されます。

1 ～ 20000 の数字を入力できます。20000 がデフォルトです。
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CCD Learned Pattern IP 
Reachable Duration

このパラメータは、学習パターンがアクティブ（到達可能）な
秒数を指定します。この時間の経過後、Cisco Unified 
Communications Manager はパターンを到達不能としてマークし
ます。たとえば、このパラメータを 20 秒に設定します。20 秒後
に Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダと通
信できない場合、SAF フォワーダへの IP 接続が復元されるま
で、学習パターンへのすべてのコールは PSTN にフェールオー
バーします。PSTN フェールオーバー中、Cisco Unified 
Communications Manager は新しいパターンを学習できません。
このパラメータに対して指定した時間が経過した後、Cisco 
Unified Communications Manager は学習パターンを到達不能とし
てマークします。このパラメータは、CCD PSTN Failover 
Duration パラメータとともに使用します。CCD PSTN Failover 
Duration パラメータによって、到達不能としてマークされたパ
ターンに PSTN フェールオーバーによって到達できます。

0 ～ 300 の数字（秒）を入力できます。デフォルトは 60 秒です。

CCD PSTN Failover Duration このパラメータは、到達不能 / 非アクティブな学習パターンへ
のコールが PSTN ゲートウェイ経由でルーティングされ、その
後システムからパージされる時間（分）を指定します。このパ
ラメータの設定は、CCD Learned Pattern IP Reachable Duration 
パラメータのタイマーの期限が切れるまで有効になりません。
CCD Learned Pattern IP Reachable Duration パラメータの期限切
れは、SAF フォワーダと Cisco Unified Communications Manager 
の間で IP 接続が失敗し、すべての学習パターンが到達不能と
してマークされることを意味します。その後、CCD PSTN 
Failover Duration パラメータの期限が切れると、すべての学習
パターンはシステムからパージされ、パージされたパターンへ
のコールは拒否されます（発信者には、リオーダー音または

「番号を使用できない」というアナウンスが聞こえます）。

このパラメータを 0 に設定すると、PSTN フェールオーバーは行
われません。つまり、CCD Learned Pattern IP Reachable Duration 
パラメータで定義した秒数 SAF フォワーダ に到達できない場
合、PSTN 経由のフェールオーバー オプションは提供されず、
学習パターンへのコールは即時に失敗します。このパラメータ
を 525600 に設定すると、PSTN フェールオーバーは期限切れに
ならず、学習パターンが IP 接続の問題によってパージされるこ
とはありません。

0 ～ 525600 の数字（分）を入力できます。デフォルトは 2880 
です。

Issue Alarm for Duplicate 
Learned Patterns 

このパラメータは、Cisco Unified Communications Manager が 
SAF ネットワーク上の異なるリモート コール制御エンティ
ティから重複するパターンを学習したときに、アラーム 
DuplicateLearnedPattern を発行するかどうかを指定します。デ
フォルトは [False] です。

表 3-5 コール制御ディスカバリの機能パラメータ （続き）

機能パラメータ 説明
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SAF セキュリティ プロファイルの設定項目

設定パス：[ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF セキュリティプロファイル (SAF 
Security Profile)]

[SAF セキュリティプロファイルの設定 (SAF Security Profile Configuration)] ウィンドウで、SAF 
フォワーダと Cisco Unified Communications Manager の間でセキュアな接続が行われるように、SAF 
セキュリティ プロファイルを設定します。[SAF フォワーダの設定 (SAF Forwarder Configuration)] 
ウィンドウで SAF フォワーダを設定するときに、SAF フォワーダに適用する SAF セキュリティ プ
ロファイルを選択する必要があります。

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービ
ス（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニン
グを容易にします。コール制御ディスカバリ機能の詳細については、「コール制御ディスカバ
リ」（P.3-1）を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager は、ダイジェスト認証（SHA1）を使用して SAF フォ
ワーダと通信します。

始める前に

このウィンドウで設定する情報の一部は、SAF フォワーダでも設定する必要があります。

SAF セキュリティ プロファイルを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリ
スト」（P.3-2）および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照し
てください。

CCD Stop Routing On 
Unallocated Unassigned 
Number

このパラメータは、Cisco Unified Communications Manager クラス
タや Cisco Unified Communications Manager Express などのリモー
ト コール制御エンティティが未割り当ての番号の原因コードで
コールを拒否したときに、Cisco Unified Communications Manager 
が引き続きリモート コール制御エンティティにコールをルー
ティングするかどうかを指定します。未割り当ての番号は、現
在のコール制御エンティティ内に存在しないホステッド DN を
表します。デフォルトは [True] です。

パラメータが [True] に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager がリモート コール制御エンティティ
から原因コードを受信するとすぐに、コールはリリースされま
す。パラメータが [False] に設定されている場合、Cisco Unified 
Communications Manager がコールを学習パターンに送達し、リ
モート コール制御エンティティが未割り当ての番号の原因値
を送信すると、Cisco Unified Communications Manager はこの学
習パターンのリモート クラスタの別の到達可能な IP アドレス
を見つけようとします。到達可能なリモート接続先を使用でき
る場合、Cisco Unified Communications Manager は使用できる到
達可能なリモート クラスタの IP アドレスにコールを送達しよ
うとします。

表 3-5 コール制御ディスカバリの機能パラメータ （続き）

機能パラメータ 説明
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SAF フォワーダの設定項目

設定パス：[ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF フォワーダ (SAF Forwarder)]

SAF フォワーダ（コール制御ディスカバリ /SAF 用に設定した Cisco ルータ）は、コール制御
ディスカバリ機能の Cisco Unified Communications Manager からの発行要求を処理します。ま
た、SAF フォワーダは、コール制御ディスカバリ機能のリモート コール制御エンティティから
のアドバタイジング要求も処理します。コール制御ディスカバリについては、「コール制御
ディスカバリ」（P.3-1）を参照してください。

始める前に

SAF フォワーダを設定する前に、SAF セキュリティ プロファイルを少なくとも 1 つ設定してあ
ることを確認してください。

このウィンドウで設定する情報の一部は、SAF フォワーダでも設定する必要があります。

SAF フォワーダを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）お
よび「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

表 3-6 SAF セキュリティ プロファイルの設定項目

フィールド 説明

[ 名前 (Name)] SAF セキュリティ プロファイルの名前を入力します。入力した名前
は、[SAF セキュリティプロファイルの検索と一覧表示 (Find and List 
SAF Security Profile)] ウィンドウ、および [SAF フォワーダの設定
(SAF Forwarder Configuration)] ウィンドウの [SAF セキュリティプロ
ファイル (SAF Security Profile)] ドロップダウン リスト ボックスに表
示されます。有効な入力値は、英数字、ハイフン、ピリオド、アン
ダースコア、およびスペースです。

50 文字まで設定できます。

[ 説明 (Description)] SAF セキュリティ プロファイルの説明を入力します。¥、"、< >、&、
および % を除くすべての文字を入力できます。

128 文字まで設定できます。

[ ユーザ名 (User 
Name)]

Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続する
ときに要求内に含める値を入力します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに登録で
きるように、ルータ（SAF フォワーダ）で入力した同じユーザ
名を入力します。ユーザ名は大文字と小文字が区別されるため、
SAF フォワーダで入力したとおりにユーザ名を入力します。

入力する値は、Cisco Unified Communications Manager と SAF フォ
ワーダ間のメッセージ整合性チェックの共有秘密鍵を表します。
ユーザ名は、MESSAGE-INTEGRITY 属性を含む Cisco Unified 
Communications Manager からの要求内に含まれます。

[ ユーザパスワード
(User Password)]

Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに接続する
ときに要求内に含める値を入力します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager が SAF フォワーダに登録
できるように、ルータ（SAF フォワーダ）で入力した同じパス
ワードを入力します。パスワードは大文字と小文字が区別され
るため、SAF フォワーダで入力したとおりにパスワードを入力
します。
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表 3-7 SAF フォワーダの設定項目

フィールド 説明

[ 名前 (Name)] SAF フォワーダの名前を入力します。有効な入力値は、
英数字、ハイフン、ピリオド、およびアンダースコアで
す。50 文字まで入力できます。

このフィールドに入力した値は、データベースで SAF 
フォワーダ レコードを分類するために使用されます。入
力した値は、検索を実行するときに [SAF フォワーダの
検索と一覧表示 (Find and List SAF Forwarders)] ウィンド
ウに表示されます。

[ 説明 (Description)] SAF フォワーダの説明を入力します。¥、"、< >、&、お
よび % を除くすべての文字を入力できます。128 文字ま
で入力できます。

[ クライアントラベル (Client Label)] クライアント ラベルによって、SAF フォワーダは Cisco 
Unified Communications Manager ノードを識別できます。
有効な入力値は、英数字、アンダースコア、および @ で
す。50 文字まで入力できます。

この SAF フォワーダと通信するために選択する各 Cisco 
Unified Communications Manager ノードから SAF フォ
ワーダに送信される登録メッセージには、一意のクライ
アント ラベルが含まれます。SAF フォワーダは、登録
メッセージを受信すると、SAF フォワーダ上にクライア
ント ラベルが設定されているかどうかを確認します。

クラスタ全体で単一の SAF フォワーダを設定した場合、
クラスタ内のすべてのノードは同じ SAF フォワーダ設定
を使用して同じ SAF フォワーダに登録します。クラスタ
内のノードに対して一意のクライアント ラベルを作成す
るには、クライアント ラベル値に @ を追加します。こ
れにより、登録メッセージにはベース名とそれに続く 
@< ノード ID> が含まれます。たとえば、1 つの SAF 
フォワーダに接続する 2 ノード クラスタのクライアント 
ラベルに abcde_ny@ を入力します。この場合、登録メッ
セージにはノード 1 の abcde_ny@1 またはノード 2 の 
abcde_ny@2 が含まれます。

クライアント ラベル値に @ を追加しない場合、ルータ
でクライアント ラベルのベース名パラメータを設定する
必要はありませんが、ルータでクライアント ラベルを設
定する必要があります。クライアント ラベル値に @ を
追加する場合、ルータでクライアント ラベルのベース名
パラメータを設定する必要があります。

ヒント 表示された [ 詳細設定 (Advanced)] セクションの [ 選
択済みの Cisco Unified CM(Selected Cisco Unified 
Communications Managers)] ペインに複数の Cisco 
Unified Communications Manager ノードが表示され
る場合は、クライアント ラベル値に @ を追加しま
す。追加しないと、各ノードが同じクライアント 
ラベルを使用して SAF フォワーダに登録するため
にエラーが発生する場合があります。
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[SAF セキュリティプロファイル
(SAF Security Profile)]

この SAF フォワーダに適用する SAF セキュリティ プロ
ファイルを選択します。セキュリティ プロファイルの
ユーザ名およびパスワードは SAF フォワーダに送信され
るため、SAF フォワーダによって受け入れられるユーザ名
およびパスワードを含むセキュリティ プロファイルを選
択します（SAF フォワーダは、同じユーザ名およびパス
ワードを使用するように設定されている必要があります）。

[SAF フォワーダのアドレス (SAF 
Forwarder Address)] 

SAF フォワーダの IPv4 アドレスを入力します。

[SAF フォワーダのポート (SAF 
Forwarder Port)]

SAF フォワーダとの接続を確立するために Cisco Unified 
Communications Manager が使用するポート番号を入力し
ます。デフォルト設定は 5050 です。

入力するポートは、SAF フォワーダで設定するポート番
号と一致している必要があります。SAF フォワーダの
ポート範囲は 1024 ～ 65535 です。

[TCP キープアライブを有効化
(Enable TCP Keep Alive)]

SAF フォワーダと Cisco Unified Communications Manager 
間の TCP 接続が失敗したときに Cisco Unified 
Communications Manager に通知されるようにするには、
[TCP キープアライブを有効化 (Enable TCP Keep Alive)] 
チェックボックスをオンにします。このチェックボック
スがオフの場合、（SAF フォワーダで設定される）SAF 
フォワーダ キープアライブ タイマーの期限が切れるま
で、Cisco Unified Communications Manager には TCP 接続
の失敗は通知されません。

このチェックボックスはオンにしておくことをお勧めし
ます。

[ 詳細設定 (Advanced)] の表示 / 非表示

[SAF 再接続間隔 (SAF Reconnect 
Interval)]

接続失敗後に Cisco Unified Communications Manager が 
SAF フォワーダへの再接続を試行するまでの時間（秒）
を入力します。0 ～ 500 の値を入力します。デフォルト
値は 20 です。

[SAF 通知ウィンドウサイズ (SAF 
Notifications Window Size)]

SAF フォワーダが Cisco Unified Communications Manager 
に対して同時に維持できる未処理の Notify 要求数を入力
します。デフォルト値は 7 です。0 ～ 255 の数字を入力
できます。

このフィールドに 0 を入力すると SAF フォワーダはこの 
Cisco Unified Communications Manager に通知を送信しま
せんが、CCD アドバタイジング サービスが設定されて
いてアクティブな場合、Cisco Unified Communications 
Manager はホステッド DN を SAF ネットワークに発行で
きます。

表 3-7 SAF フォワーダの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[ 使用可能な Cisco Unified 
CM(Available Cisco Unified 
Communications Managers)]

この設定は、[ 選択済みの Cisco Unified CM(Selected 
Cisco Unified Communications Managers)] ペインと連携し
ます。

[ 使用可能な Cisco Unified CM(Available Cisco Unified 
Communications Managers)] ペインのすべてのノードは、
[SAF フォワーダの設定 (SAF Forwarder Configuration)] 
ウィンドウで設定する SAF フォワーダに接続できます。

必要な場合は、設定されている他の SAF フォワーダよりも
この SAF フォワーダを優先するように、特定のノードをこ
の SAF フォワーダに割り当てることができます。ノードを 
SAF フォワーダに割り当てるには、ノードを [ 選択済みの
Cisco Unified CM(Selected Cisco Unified Communications 
Managers)] ペインに移動します。ノードを [ 使用可能な
Cisco Unified CM(Available Cisco Unified Communications 
Managers)] ペインに、またはペインから移動するには、
ノードを強調表示して上矢印または下矢印をクリックし
ます。

ノードを 2 つの SAF フォワーダに割り当てた場合、割り
当てられたノードはペインに表示されません。ノードを
割り当てることができる SAF フォワーダは 2 つだけであ
るためです。たとえば、3 つの SAF フォワーダ 
forwarder1、forwarder2、および forwarder3 があります。
node_2 を forwarder1 および forwarder3 に割り当てます。
この場合、node_2 は forwarder2 の [ 使用可能な Cisco 
Unified CM(Available Cisco Unified Communications 
Managers)] ペインに表示されません。

[ 選択済みの Cisco Unified 
CM(Selected Cisco Unified 
Communications Managers)]

このペインは、Cluster Over WAN（COW; WAN 経由のク
ラスタリング）設定に使用します。

このペインには、設定されている他の SAF フォワーダよ
りもこの SAF フォワーダを優先するノードが表示されま
す。たとえば、forwarder1 のこのペインに node_1 および 
node_2 が表示されている場合、他の SAF フォワーダが設
定されていても、node_1 および node_2 は常に forwarder1 
を最初に選択します。

ノードを [ 選択済みの Cisco Unified CM(Selected Cisco 
Unified Communications Managers)] ペインに、またはペ
インから移動するには、ノードを強調表示して [ 使用可
能な Cisco Unified CM(Available Cisco Unified 
Communications Managers)] ペインの下にある上矢印また
は下矢印をクリックします。ペインでノードを並べ替え
るには、ノードを強調表示してペインの右にある上矢印
または下矢印をクリックします。

表 3-7 SAF フォワーダの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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ホステッド DN グループの設定項目

設定パス：[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ ホステッド DN グループ (Hosted DN Group)]

ホステッド DN グループは、コール制御ディスカバリ機能でサポートされており、Cisco 
Unified Communications Manager の管理ページでグループ化したホステッド DN パターンの集合
です。ホステッド DN グループを Cisco Unified Communications Manager の管理ページで CCD 
アドバタイジング サービスに割り当てると、CCD アドバタイジング サービスはホステッド DN 
グループに含まれるすべてのホステッド DN パターンをアドバタイズします。CCD アドバタイ
ジング サービスごとに、割り当てることができるホステッド DN グループは 1 つだけです。

コール制御ディスカバリ機能の詳細については、「コール制御ディスカバリ」（P.3-1）を参照し
てください。

始める前に

ホステッド DN グループを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」
（P.3-2）および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

表 3-8 ホステッド DN グループの設定項目

フィールド 説明

[ 名前 (Name)] ホステッド DN グループの名前を入力します。有効
な入力値は、英数字、ハイフン、ピリオド、アン
ダースコア、およびスペースです。50 文字まで入力
できます。

入力した値は、[ ホステッド DN グループの検索と一
覧表示 (Find and List Hosted DN Groups)] ウィンド
ウ、[ ホステッド DN グループの設定 (Hosted DN 
Group Configuration)] ウィンドウ、[ ホステッド DN
パターンの設定 (Hosted DN Pattern Configuration)] 
ウィンドウ、および [CCD アドバタイジングサービ
スの設定 (CCD Advertising Service Configuration)] 
ウィンドウに表示されます。

[ 説明 (Description)] ホステッド DN グループの説明を入力します。¥、"、
< >、&、および % を除くすべての文字を入力できま
す。128 文字まで入力できます。

[PSTN フェールオーバー削除桁数
(PSTN Failover Strip Digits)]

コールが PSTN にフェールオーバーするときにホス
テッド DN から除去する桁数を入力します。0 ～ 16 
の値を入力できます。

[PSTN フェールオーバー付加番号
(PSTN Failover Prepend Digits)]

コールが PSTN にフェールオーバーするときに電話
番号の先頭に追加する国際エスケープ文字 + または
数字（0 ～ 9）を入力します。16 文字まで入力でき
ます。

たとえば、アクセス コードや市外局番を入力します。
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ホステッド DN パターンの設定項目

設定パス：[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ ホステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)]

[ ホステッド DN パターンの設定 (Hosted DN Pattern Configuration)] ウィンドウは、コール制御
ディスカバリ機能をサポートします。この機能により、Cisco Unified Communications Manager 
は SAF ネットワークを使用して、同じく SAF をアドバタイズする他のリモート コール制御エ
ンティティから電話番号パターンなどの情報を学習できます。

ホステッド DN パターンは、Cisco Unified Communications Manager に属する電話番号パターン
です。CCD アドバタイジング サービスは、これらのパターンを SAF ネットワークを使用する
他のリモート コール制御エンティティにアドバタイズします。これらのパターンをホステッド 
DN グループに関連付けます。ホステッド DN グループによって、複数のパターンを CCD アド
バタイジング サービスに簡単に関連付けることができます。

表 3-9 に、[ ホステッド DN パターンの設定 (Hosted DN Pattern Configuration)] ウィンドウに表
示される設定項目を示します。これらの同じ設定が .csv ファイルに表示されます。このファイ
ルでホステッド DN パターンを追加または変更し、Cisco Unified Communications Manager デー
タベースにアップロードできます。

始める前に

ホステッド DN パターンを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」
（P.3-2）および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してくだ
さい。

コール制御ディスカバリの詳細については、「コール制御ディスカバリ」（P.3-1）を参照してく
ださい。

[ ホステッド DN を PSTN フェールオー
バーとして使用 (Use Hosted DN as PSTN 
Failover)]

このチェックボックスをオンにした場合、[PSTN
フェールオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip 
Digits)] または [PSTN フェールオーバー付加番号
(PSTN Failover Prepend Digits)] に入力した設定は Cisco 
Unified Communications Manager で無視されます。

コールが PSTN にフェールオーバーするときに、ホス
テッド DN から桁数を除去またはホステッド DN に数
字を付加する必要がない場合は、[ ホステッド DN を
PSTN フェールオーバーとして使用 (Use Hosted DN as 
PSTN Failover)] チェックボックスをオンにします。こ
のチェックボックスをオンにした場合、[PSTN フェー
ルオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip Digits)] また
は [PSTN フェールオーバー付加番号 (PSTN Failover 
Prepend Digits)] フィールドは無効として表示されます。

このチェックボックスをオンにした場合、発信コー
ルを行うエンティティは元のホステッド DN 範囲を 
PSTN フェールオーバーに使用します。

表 3-8 ホステッド DN グループの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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表 3-9 ホステッド DN パターンの設定項目

フィールド 説明

[ ホステッドパターン
(Hosted Pattern)]

ホステッド DN パターンの値を入力します。最大で 50 文字です。
このフィールドに入力した値は、CCD アドバタイジング サービ
スによってリモート コール制御エンティティにアドバタイズさ
れます。

入力できるのは、国際エスケープ文字 + と、それに続くパター
ンまたはダイヤル可能な数字（0-9A-Da-d）、パターン（[6-9]）、
ワイルドカード文字（X）、または（^）と入力の最後にオプショ
ンの % または ! です。

[ 説明 (Description)] ホステッド DN パターンの説明を入力します。¥、"、< >、&、
および % を除くすべての文字を入力できます。128 文字まで入
力できます。

[ ホステッド DN グループ
(Hosted DN Group)]

このホステッド DN パターンに関連付けるホステッド DN グルー
プを選択します。次の両方の条件を満たす場合、Cisco Unified 
Communications Manager はホステッド DN グループの PSTN 
フェールオーバー設定をホステッド DN パターンに適用します。

• [ ホステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)] ウィンドウ
で、[PSTN フェールオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip 
Digits)] または [PSTN フェールオーバー付加番号 (PSTN 
Failover Prepend Digits)] フィールドを設定していない（つま
り、デフォルトを使用している）。

• [ ホステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)] ウィンドウ
で、[ ホステッド DN を PSTN フェールオーバーとして使用
(Use Hosted DN as PSTN Failover)] チェックボックスをオフに
している。

[PSTN フェールオーバー削
除桁数 (PSTN Failover Strip 
Digits)]

IP 接続が使用できず、コールが PSTN にフェールオーバーする
ときに、電話番号の先頭から除去する桁数を入力します。0 ～ 
16 の値を入力できます。

次のすべての条件を満たす場合、ホステッド DN グループの設
定が適用されます。

• このフィールドに 0 を入力した（または空白のままにした）
場合

• [PSTN フェールオーバー付加番号 (PSTN Failover Prepend 
Digits)] フィールドを空白のままにした場合

• [ ホステッド DN を PSTN フェールオーバーとして使用 (Use 
Hosted DN as PSTN Failover)] チェックボックスがオフの場合

このフィールドに入力した値がホステッド DN パターンよりも
長い場合は、桁が付加される前にパターンのすべての桁が除去
されます。
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CCD アドバタイジング サービスの設定項目

設定パス：[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ アドバタイジングサービス (Advertising Service)]

コール制御ディスカバリ アドバタイジング サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポー
トしており、このサービスによって Cisco Unified Communications Manager はクラスタのホス
テッド DN および PSTN フェールオーバー設定を、SAF ネットワークを使用するリモート コー
ル制御エンティティにアドバタイズできます。 表 3-10 では、CCD アドバタイジング サービス
の設定項目について説明します。

始める前に

CCD アドバタイジング サービスを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリ
スト」（P.3-2）および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照し
てください。

[PSTN フェールオーバー付
加番号 (PSTN Failover 
Prepend Digits)]

コールが PSTN にフェールオーバーするときに電話番号の先頭に
追加する国際エスケープ文字 + または数字を入力します。16 文字
まで入力できます。

次のすべての条件を満たす場合、ホステッド DN グループの設
定が適用されます。

• このフィールドに 0 を入力した（または空白のままにした）
場合

• [PSTN フェールオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip 
Digits)] フィールドを空白のままにした場合

• [ ホステッド DN を PSTN フェールオーバーとして使用 (Use 
Hosted DN as PSTN Failover)] チェックボックスがオフの場合

[ ホステッド DN を PSTN
フェールオーバーとして使
用 (Use HostedDN as PSTN 
Failover)]

コールが PSTN にフェールオーバーするときに、ホステッド DN 
から桁数を除去またはホステッド DN に数字を付加する必要が
ない場合は、[ ホステッド DN を PSTN フェールオーバーとして
使用 (Use Hosted DN as PSTN Failover)] チェックボックスをオン
にします。このチェックボックスをオンにした場合、[PSTN
フェールオーバー削除桁数 (PSTN Failover Strip Digits)] または 
[PSTN フェールオーバー付加番号 (PSTN Failover Prepend Digits)] 
フィールドは無効として表示されます。

このチェックボックスをオンにした場合、発信コールを行うエ
ンティティは元のホステッド DN 範囲を PSTN フェールオーバー
に使用します。

ホステッド DN パターンの .csv ファイルを変更する場合は、
TRUE または FALSE を入力します。TRUE は、PSTN フェール
オーバー中にホステッド DN をそのまま使用することを示しま
す。FALSE は、PSTN フェールオーバー中に電話番号から桁数
を除去および番号を付加することを示します。

表 3-9 ホステッド DN パターンの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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追加情報

「関連項目」（P.3-47）を参照してください。

表 3-10 CCD アドバタイジング サービスの設定項目

フィールド 説明

[ 名前 (Name)] CCD アドバタイジング サービスの名前を入力します。有効な入力値
は、英数字、ハイフン、ピリオド、アンダースコア、およびスペー
スです。50 文字まで入力できます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは CCD アドバ
タイジング サービスと CCD 要求サービスに同じ名前を付けることは
できないため、名前は一意にしてください。

[ 説明 (Description)] CCD アドバタイジング サービスの説明を入力します。¥、"、< >、&、
および % を除くすべての文字を入力できます。128 文字まで入力で
きます。

[SAF SIP トランク
(SAF SIP Trunk)]

この CCD アドバタイジング サービスで使用する SIP トランクを選択
します。Cisco Unified Communications Manager への着信コールの場
合、コールは CCD アドバタイジング サービスによってアドバタイズ
された適切なトランクにルーティングされます。

トランクがドロップダウン リスト ボックスに表示されない場合は、
トランクを最初に設定したときに [ トランクサービスタイプ (Trunk 
Service Type)] ドロップダウン リスト ボックスから [ コール制御ディ
スカバリ (Call Control Discovery)] を選択しませんでした。

[SAF H323 トランク
(SAF H323 Trunk)]

CCD アドバタイジング サービスで使用する H.323 トランクを選択し
ます。Cisco Unified Communications Manager への着信コールの場合、
コールは CCD アドバタイジング サービスによってアドバタイズされ
た適切なトランクにルーティングされます。

トランクがドロップダウン リスト ボックスに表示されない場合は、
H.323（非ゲートキーパー制御）トランクの [ トランクの設定 (Trunk 
Configuration)] ウィンドウで [SAF の有効化 (Enable SAF)] チェック
ボックスをオンにしたことを確認してください。

[ ホステッド DN グ
ループ (HostedDN 
Group)]

この CCD アドバタイジング サービスに関連付けるホステッド DN グ
ループを選択します。CCD アドバタイジング サービスは、ホステッド 
DN グループに含まれるホステッド DN パターンをアドバタイズします。

ホステッド DN グループは 1 つの CCD アドバタイジング サービスだ
けに割り当てることができるため、このドロップダウン リスト ボッ
クスには未割り当てのホステッド DN グループだけが表示されます。

[ アクティブ化された
機能 (Activated Feature)]

[ アクティブ化された機能 (Activated Feature)] チェックボックスをオ
ンにします。[ アクティブ化された機能 (Activated Feature)] チェック
ボックスをオンにしない場合、CCD アドバタイジング サービスは機
能しません。
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コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目

設定パス：[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ パーティション (Partition)]

CCD 要求サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートしており、このサービスによって 
Cisco Unified Communications Manager は SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エン
ティティからのホステッド DN アドバタイズメントを受信できます。また、CCD 要求サービス
によって、学習パターンが番号分析マスター ルーティング テーブルに挿入されます。

[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ パー
ティション (Partition)] にあるパーティションだけが、コール制御ディスカバリ機能をサポートし
ます。つまり、すべての学習パターンは CCD 要求サービスに割り当てた CCD パーティションに
自動的に属します。コール制御ディスカバリ パーティションによって、学習パターンはコール制
御ディスカバリのこのパーティションの番号分析に挿入されます。

CCD パーティションは Cisco Unified Communications Manager の管理ページの [ コールルーティ
ング (Call Routing)] > [ コントロールのクラス (Class of Control)] > [ パーティション (Partition)] 
では表示されません。

始める前に

CCD パーティションを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）
および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

次の作業

パーティションを CCD 要求サービスに割り当てます。

CCD 要求サービスに割り当てるパーティションは、デバイスが学習パターンをコールするため
に使用できるコーリング サーチ スペースに属している必要があります。そのため、デバイス
が使用するコーリング サーチ スペースにパーティションを割り当てます。パーティションが
含まれたコーリング サーチ スペースをデバイスに割り当てないと、デバイスは学習パターン
をコールできません。

表 3-11 コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目

フィールド 説明

[ 名前 (Name)] CCD 要求サービスに割り当てるパーティションの名前を入力します。英
数字、アンダースコア（_）、ハイフン（-）、またはスペースを入力でき
ます。50 文字まで入力できます。

[ 説明
(Description)]

パーティションの説明を入力します。¥、"、< >、&、および % を除くす
べての文字を入力できます。128 文字まで入力できます。

[ スケジュール
(Time Schedule)]

ドロップダウン リスト ボックスから、この CCD パーティションに関連
付けるタイム スケジュールを選択します。関連付けられたタイム スケ
ジュールは、パーティションがいつこのクラスタの学習パターンへ発信
コールできるかを指定します。

デフォルト値は [ なし (None)] です。この値は、time-of-day ルーティングが有
効ではなく、パーティションが常にアクティブであることを意味します。

パーティションのタイム スケジュールとの関連は、次のフィールドにあ
る [ タイムゾーン (Time Zone)] 値との組み合わせで、time-of-day ルーティ
ング用のパーティションを設定します。指定されたタイム スケジュール
に対して、このパーティションの学習パターンへの発信コールがチェッ
クされます。
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CCD 要求サービスの設定項目

設定パス：[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ 要求サービス (Requesting Service)]

CCD 要求サービスはコール制御ディスカバリ機能をサポートしており、このサービスによって 
Cisco Unified Communications Manager は SAF ネットワークを使用するリモート コール制御エン
ティティからのアドバタイズメントを受信できます。また、CCD 要求サービスによって、学習
パターンが番号分析に挿入されます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定できるコール制御ディスカバリ要求
サービスは 1 つだけです。

始める前に

CCD 要求サービスを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）
および「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）を参照してください。

[ タイムゾーン
(Time Zone)]

次のいずれかのオプションを選択し、CCD パーティションをタイム ゾー
ンに関連付けます。

• [ 発信側デバイス (Originating Device)]：このオプションを選択する
と、発信側デバイスのタイム ゾーンに関連付けられたタイム スケ
ジュールに対してパーティションがチェックされます。

• [ 特定のタイムゾーン (Specific Time Zone)]：このオプションを選択す
る場合は、ドロップダウン リスト ボックスからタイム ゾーンを選択
します。このタイム ゾーンの中でパーティションが指定されたとき
に、関連付けられたタイム スケジュールに対してパーティションが
チェックされます。

いずれかのオプションを選択した場合、CCD 学習パターンへの発信コー
ルが発生すると、Cisco Unified Communications Manager の現在時刻が指定さ
れたタイム ゾーン設定に変換されます。この指定された時刻は、[ スケ
ジュール (Time Schedule)] フィールドの値と比較して検証されます。

表 3-11 コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目 （続き）

フィールド 説明

表 3-12 CCD 要求サービスの設定項目

フィールド 説明

[ 名前 (Name)] CCD 要求サービスの名前を入力します。有効な入力値は、英
数字、ハイフン、ピリオド、アンダースコア、およびスペー
スです。50 文字まで入力できます。

Cisco Unified Communications Manager の管理ページでは CCD 
アドバタイジング サービスと CCD 要求サービスに同じ名前
を付けることはできないため、名前は一意にしてください。

[ 説明 (Description)] CCD 要求サービスの説明を入力します。¥、"、< >、&、およ
び % を除くすべての文字を入力できます。128 文字まで入力
できます。
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[ ルートパーティション
(Route Partition)]

ドロップダウン リスト ボックスから、学習パターンが属する
パーティションを選択します。[ ルートパーティション
(Route Partition)] フィールドだけが、コール制御ディスカバリ
機能をサポートします。つまり、すべての学習パターンは、
選択したパーティションに自動的に属します。このルート 
パーティションは、すべての学習パターンがルート パーティ
ションの下の番号分析に配置されるように、CCD 要求サービ
スによって排他的に使用されます。

ドロップダウン リスト ボックスから [ なし (None)] 以外の
パーティションを選択する場合、選択するパーティションは、
デバイスが学習パターンをコールするために使用できるコー
リング サーチ スペースに属している必要があります。この場
合、パーティションが含まれたコーリング サーチ スペースを
デバイスに割り当てないと、デバイスは学習パターンをコー
ルできません。

ヒント 一意のパーティションを設定して CCD 要求サービス
に割り当てることを強くお勧めします。[ ルートパー
ティション (Route Partition)] ドロップダウン リスト 
ボックスから [ なし (None)] を選択すると、すべての
デバイスが学習パターンをコールできます。

ヒント [ 学習パターンプレフィックス (Learned Pattern Prefix)] 
フィールドまたは [ ルートパーティション (Route 
Partition)] フィールドを更新すると、システム パフォー
マンスに影響を及ぼす場合があります。これらのフィー
ルドが変更されると、番号分析マスター ルーティング 
テーブルが自動的に更新されるためです。システム パ
フォーマンスの問題を回避するために、これらのフィー
ルドはオフピーク時に更新することをお勧めします。

[ 学習パターンプレフィック
ス (Learned Pattern Prefix)]

CCD 要求サービスが番号分析に登録する前に、学習パターン 
プレフィックスがホステッド DN パターンに適用されます。
学習パターンへの発信コールの場合、学習パターン プレ
フィックスは除去されます。ホステッド DN パターンが番号
分析に登録する前に、ホステッド DN パターンに適用するプ
レフィックスを入力します。

学習パターンにコールするには、電話機ユーザはプレフィック
スとそれに続く学習パターンをダイヤルする必要があります。

数字、*、#、または + を入力できます。24 文字まで入力でき
ます。

ヒント [ 学習パターンプレフィックス (Learned Pattern Prefix)] 
フィールドまたは [ ルートパーティション (Route 
Partition)] フィールドを更新すると、システム パフォーマ
ンスに影響を及ぼす場合があります。これらのフィール
ドが変更されると、番号分析マスター ルーティング テー
ブルが自動的に更新されるためです。システム パフォー
マンスの問題を回避するために、これらのフィールドは
オフピーク時に更新することをお勧めします。

表 3-12 CCD 要求サービスの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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[PSTN プレフィックス (PSTN 
Prefix)]

PSTN フェールオーバーが行われるときに学習パターンに付
加される番号を入力します。数字、*、#、または + を入力で
きます。24 文字まで入力できます。

学習パターンへのコールが PSTN にフェールオーバーする場
合、その学習パターンのリモート コール制御エンティティに
よってアドバタイズされる PSTN フェールオーバー設定が適
用された後で、PSTN プレフィックスが学習パターンに追加
されます。

[ 使用可能な SAF トランク
(Available SAF Trunks)]

[ 使用可能な SAF トランク (Available SAF Trunks)] ペインに
は、CCD 要求サービスに割り当てられていない SAF 対応トラ
ンクのリストが表示されます。CCD 要求サービスにトランク
を割り当てるには、サービスを強調表示し、下矢印をクリッ
クしてトランクを [ 選択された SAF トランク (Selected SAF 
Trunks)] ペインに移動します。

[ 選択された SAF トランク
(Selected SAF Trunks)]

Cisco Unified Communications Manager は、発信コールを SAF 
対応の SIP または H.323 クラスタ間（非ゲートキーパー制御）
トランク経由で、SAF ネットワークを使用するリモート コー
ル制御エンティティにルーティングします。つまり、CCD 要
求サービスに割り当てる SAF 対応トランクが、学習 DN パ
ターンへの発信コールを管理します。

[ 選択された SAF トランク (Selected SAF Trunks)] ペインには、
CCD 要求サービスに割り当てられている SAF 対応トランクの
リストが表示されます。必要な数の SAF 対応トランクを割り
当てることができます。発信コールはラウンドロビン方式で
管理されます。つまり、学習パターンが SIP プロトコルと 
H.323 プロトコルの両方をサポートする場合、発信コールは
トランク タイプを交互に使用します。

CCD 要求サービスからトランクを割り当て解除するには、サー
ビスを強調表示し、上矢印をクリックしてトランクを [ 使用可
能な SAF トランク (Available SAF Trunks)] ペインに移動します。
ペインでトランクを並べ替えるには、トランクを強調表示して
ペインの右にある上矢印および下矢印をクリックします。

ヒント [ 選択された SAF トランク (Selected SAF Trunks)] ペイ
ンには、SAF 対応トランクが少なくとも 1 つ存在して
いる必要があります。存在しない場合、ローカル クラ
スタに対して CCD 要求サービスは開始されず、パ
ターンは学習されません。

[ アクティブ化された機能
(Activated Feature)]

[ アクティブ化された機能 (Activated Feature)] チェックボック
スをオンにします。[ アクティブ化された機能 (Activated 
Feature)] チェックボックスをオンにしない場合、CCD 要求
サービスは機能しません。

表 3-12 CCD 要求サービスの設定項目 （続き）

フィールド 説明
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ブロックされた学習パターンの設定項目

設定パス：[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control 
Discovery)] > [ ブロックされた学習パターン (Blocked Learned Patterns)]

[ ブロックされた学習パターンの設定 (Blocked Learned Pattern Configuration)] ウィンドウは、学
習パターン（使用しなくなった学習パターンなど）をパージおよびブロックできるようにする
ことで、コール制御ディスカバリ機能をサポートします。

必要な場合は、使用しなくなった学習パターンをパージでき、リモート コール制御エンティ
ティによって学習パターンがアドバタイズされたときに Cisco Unified Communications Manager 
がパターンを無視するように、学習パターンをブロックできます。たとえば、IP アドレス 
111.11.11.11 のリモート コール制御エンティティ xyz からのプレフィックス 235 の学習パター
ンをブロックする場合、[ 学習パターンのブロック (Block Learned Patterns)] ウィンドウで関連
情報を入力することによって、このコール制御エンティティのパターンを明確にブロックでき
ます。この例では、設定を保存した後、CCD 要求サービスはローカル キャッシュを検索し、
IP アドレス 111.11.11.11 のリモート コール制御エンティティ xyz からのプレフィックス 235 の
学習パターンをパージします。この情報を持つ後続の通知は、Cisco Unified Communications 
Manager によってブロックおよび無視されます。パターンのブロックおよびパージは完全一致
に基づきます。たとえば、235XX を設定すると 235XX がブロックされます。そのパターンの
サブセットはブロックされません。リモート コール制御エンティティおよびエンティティの IP 
アドレスを指定しない場合、Cisco Unified Communications Manager はパターンを使用するすべ
てのリモート コール制御エンティティのパターンをパージおよびブロックします。

ヒント ページの [ ブロックされた学習パターンの検索と一覧表示 (Find and List Blocked Learned Pattern)] 
ウィンドウで、パージおよびブロックされた学習パターンを表示できます。Cisco Unified 
Communications Manager の管理これらのパージまたはブロックされた学習パターンは、RTMT 
には表示されません。ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Manager の管理
ページから削除した場合、それらが SAF ネットワークでまだ使用可能であり、クラスタの学習
パターンの最大数に達していなければ、Cisco Unified Communications Manager はそれらのパ
ターンを再学習できます。パターンを Cisco Unified Communications Manager が再学習するに
は、ブロックされた学習パターンのレコード全体を Cisco Unified Communications Manager の管
理ページから削除する必要があります。つまり、ブロックされた学習パターンの設定の一部だ
けを削除した場合、Cisco Unified Communications Manager はパターンを再学習しません。たと
えば、レコードの [ リモートコール制御 ID(Remote Call Control Identity)] または [ リモート
IP(Remote IP)] の設定だけを削除した場合などです。

Cisco Unified Communications Manager がパターンをブロックまたはパージするには、学習パ
ターンが [ ブロックされた学習パターン (Blocked Learned Patterns)] ウィンドウで設定するすべ
てのデータと一致する必要があります。
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表 3-13 に、[ ブロックされた学習パターンの設定 (Blocked Learned Pattern Configuration)] ウィン
ドウに表示されるブロックされた学習パターンの設定項目を示します。

表 3-13 ブロックされた学習パターンの設定項目

フィールド 説明

[ 学習パターン
(Learned Pattern)]

ヒント 電話番号に付加されるプレフィックスに基づいてすべてのパ
ターンを Cisco Unified Communications Manager でブロックす
る場合は、このフィールドを設定しないでください。代わり
に、[ 学習パターンプレフィックス (Learned Pattern Prefix)] 
フィールドを設定します。

ヒント 特定のリモート コール制御エンティティからのすべての学習
パターンをブロックする場合は、このフィールドを設定しな
いでください。代わりに、[ リモートコール制御 ID(Remote 
Call Control Identity)] フィールドまたは [ リモート IP(Remote 
IP)] フィールドを設定します。

このフィールドでは、ブロックする学習パターンを正確に入力しま
す。 Cisco Unified Communications Manager は完全一致に基づいてパ
ターンをブロックするため、Cisco Unified Communications Manager 
がブロックするパターンを正確に入力する必要があります。たとえ
ば、235XX を入力した場合、Cisco Unified Communications Manager 
は 235XX のパターンをブロックします。

[ 学習パターンプレ
フィックス (Learned 
Pattern Prefix)]

ヒント [ 学習パターン (Learned Pattern)] フィールドを設定した場合
は、[ 学習パターンプレフィックス (Learned Pattern Prefix)] 
フィールドを設定しないでください。

パターンに付加されるプレフィックスに基づいて学習パターンをブ
ロックする場合、このフィールドにプレフィックスを入力します。
たとえば、+1 を使用する学習パターンをブロックする場合は、この
フィールドに +1 を入力します。

[ リモートコール制御 ID(Remote Call Control Identity)] または [ リモート
IP(Remote IP)] フィールドを設定する場合、Cisco Unified Communications 
Manager は設定したリモート コール制御エンティティからの特定のプレ
フィックスを使用する学習パターンをブロックします（プレフィック
スを持つパターンをアドバタイズするすべてのリモート コール制御エ
ンティティからのものではありません）。リモート コール制御エンティ
ティまたはリモート IP アドレスを入力しない場合、プレフィックスを
使用するすべてのパターンがブロックされます。

[ リモートコール制御
ID(Remote Call Control 
Identity)]

ブロックするパターンをアドバタイズするリモート コール制御エン
ティティの名前を入力します。たとえば、クラスタまたはサイトの
名前を入力できます。

このフィールドと [ リモート IP(Remote IP)] フィールドを空白のまま
にすると、Cisco Unified Communications Manager はパターンをアド
バタイズするすべてのリモート コール制御エンティティの学習パ
ターンをブロックします。

[ リモート IP(Remote IP)] 学習パターンをブロックするリモート コール制御エンティティの IP 
アドレスを入力します。

すべてのリモート コール制御エンティティからの特定の学習パターン
をブロックする場合は、このフィールドを設定する必要はありません。
特定のリモート コール制御エンティティからの特定の学習パターンを
ブロックする場合に、このフィールドを設定します。
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コール制御ディスカバリの設定レコードの検索

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを
容易にします。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、
Cisco Unified Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications 
Manager の管理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そ
のため、同じく SAF ネットワーク サーバを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタ
イズされた情報を使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同
様に、SAF を使用するすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報と
ともにアドバタイズします。したがって、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を
学習してコールのルーティングの動作を適合させることができます。

コール制御ディスカバリの設定後、Cisco Unified Communications Manager の管理ページの関連
する検索と一覧表示のウィンドウで設定レコードを検索できます。検索と一覧表示のウィンド
ウでは、特定の条件に基づいてレコードを検索できます。

（注） ブラウザ セッションでの作業中は、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで検索
プリファレンスが保持されます。他のメニュー項目に移動してこのメニュー項目に戻った場合
でも、検索を変更するかブラウザを閉じないかぎり、検索プリファレンスは Cisco Unified 
Communications Manager の管理ページで保持されています。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、コール制御ディスカバリ機能の検索と
一覧表示のウィンドウのいずれかに移動するには、次のいずれかの手順を実行します。

• [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF セキュリティプロファイル (SAF Security 
Profile)] を選択します。

• [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF フォワーダ (SAF Forwarder)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホス
テッド DN グループ (Hosted DN Group)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホス
テッド DN パターン (Hosted DN Patterns)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ アド
バタイジングサービス (Advertising Service)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ パー
ティション (Partition)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ブ
ロックされた学習パターン (Blocked Learned Pattern)] を選択します。

ヒント Cisco Unified Communications Manager の管理ページで設定できる CCD 要求サービスは 
1 つだけであるため、CCD 要求サービスについては検索と一覧表示のウィンドウは表示
されません。[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call 
Control Discovery)] > [ 要求サービス (Requesting Service)] を選択すると、レコードが設
定されている場合は表示されます。

ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機
能の複数のホステッド DN パターンを同時に追加または更新できるように、.cvs ファイル
をダウンロードできます。.csv ファイルをダウンロードするには、ウィンドウで [ ダウン
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ロード (Download)] をクリックします。ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィ
ンドウで、変更した .csv ファイルをアップロードするには、[ ファイルのアップロード
(Upload File)] をクリックします。アップロードするファイルを参照し、既存のパターン
を上書きする場合は [ 既存パターンの置換 (Replace Existing Patterns)] チェックボックスを
オンにして、[ ファイルのアップロード (Upload File)] をクリックします。

[ ホステッド DN パターンの検索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンド
ウでは、ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別できます。詳
細については、「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別」

（P.3-46）を参照してください。

検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。ウィンドウには、アクティブな（前の）クエ
リーのレコードも表示される場合があります。

ステップ 2 データベース内のすべてのレコードを検索するには、ダイアログボックスが空になっているこ
とを確認し、ステップ 3 に進みます。

特定のレコードをフィルタリングまたは検索するには、次の操作を実行します。

• 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

• 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

• 必要に応じて、適切な検索文字を入力します。

（注） 別の検索条件を追加するには、[+] ボタンをクリックします。条件を追加した場合は、
指定したすべての条件に一致するレコードが検索されます。条件を削除するには、[-] 
ボタンをクリックして最後に追加した条件を削除するか、[ フィルタのクリア (Clear 
Filter)] ボタンをクリックして、追加したすべての検索条件を削除してください。

[CCD アドバタイジングサービスの検索と一覧表示 (Find and List CCD Advertising Service)] 
ウィンドウで検索パラメータ（[ アクティブ化された機能 (Activated Feature)]）で検索する場
合は、検索テキストを指定するときに true または false を指定するには t または f を入力する
必要があります。検索テキストを指定するときに true または false を入力しないでください。

ステップ 3 [ 検索 (Find)] をクリックします。

条件に一致するレコードがすべて表示されます。[ ページあたりの行数 (Rows per Page)] ドロップ
ダウン リスト ボックスで別の値を選択すると、各ページに表示される項目数を変更できます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして、[ 選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、データベースから複数のレコードを削除できます。[ すべ
てを選択 (Select All)] をクリックして [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックす
ると、この選択対象として設定されているすべてのレコードを削除できます。

ステップ 4 表示されたレコード リストから、目的のレコードのリンクをクリックします。

（注） ソート順を逆にするには、リストのヘッダーにある上矢印または下矢印をクリックしま
す（使用可能な場合）。

選択した項目がウィンドウに表示されます。

追加情報

「関連項目」（P.3-47）を参照してください。
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コール制御ディスカバリの設定（手順）

コール制御ディスカバリ機能は、Service Advertisement Framework（SAF）ネットワーク サービス
（シスコ独自のサービス）を利用して、コール間エージェント情報の動的なプロビジョニングを容
易にします。SAF ネットワーク サービスの採用により、コール制御ディスカバリ機能では、Cisco 
Unified Communications Manager は自身を他の重要な属性（Cisco Unified Communications Manager の管
理ページで設定される電話番号パターンなど）とともにアドバタイズできます。そのため、同じく 
SAF ネットワーク サーバを使用する他のコール制御エンティティは、アドバタイズされた情報を
使用してルーティングの動作を動的に設定し、適合させることができます。同様に、SAF を使用す
るすべてのエンティティは、所有する電話番号パターンを他の重要な情報とともにアドバタイズし
ます。したがって、他のリモート コール制御エンティティは、その情報を学習してコールのルー
ティングの動作を適合させることができます。

この項では、Cisco Unified Communications Manager データベースのコール制御ディスカバリの
設定を追加、コピー、または更新する方法について説明します。コール制御ディスカバリで
は、SAF セキュリティ プロファイル、SAF フォワーダ、ホステッド DN グループおよびパター
ン、CCD アドバタイジング サービス、および CCD 要求サービスを設定します。コール制御
ディスカバリを設定する前に、「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）を参
照してください。

ヒント この項では、SAF のトランクを有効にする方法は説明しません。SAF のトランクを有効にする
方法については、「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-31）を参照してください。

ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別するには、「ホステッド DN グ
ループに属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-46）を参照してください。

この項では、[CCD 機能設定 (CCD Feature Configuration)] ウィンドウにアクセスする方法は示
しません。このウィンドウには、コール制御ディスカバリの機能パラメータが表示されます。
機能パラメータの詳細については、「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）を
参照してください。

手順

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

• CCD 要求サービスを設定する場合は、[ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御
ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ 要求サービス (Requesting Service)] を選択します。
[CCD 要求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウが表示されま
す。ステップ 3 に移動します。

• [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF セキュリティプロファイル (SAF Security 
Profile)] を選択します。

• [ 拡張機能 (Advanced Features)] > [SAF] > [SAF フォワーダ (SAF Forwarder)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > [ ホス
テッド DN グループ (Hosted DN Group)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[ ホステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[ アドバタイジングサービス (Advertising Service)] を選択します。

• [ コールルーティング (Call Routing)] > [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] > 
[ ブロックされた学習パターン (Blocked Learned Pattern)] を選択します。
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[SAF セキュリティプロファイル (SAF Security Profile)]、[SAF フォワーダ (SAF Forwarder)]、[ ホス
テッド DN グループ (Hosted DN Group)]、[ ホステッド DN パターン (Hosted DN Patterns)]、[ パー
ティション (Partition)]、および [CCD アドバタイジングサービス (CCD Advertising Service)] ウィンド
ウの、検索と一覧表示のウィンドウが表示されます。

ステップ 2 検索と一覧表示のウィンドウで、次のいずれかの作業を実行します。

• コール制御ディスカバリに関連する既存のレコードをコピーするには、「SAF セキュリティ 
プロファイルの設定項目」（P.3-26）の説明に従ってレコードを検索し、コピーするレコー
ドの横にある [ コピー (Copy)] ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

• コール制御ディスカバリに関連する新しいレコードを追加するには、[ 新規追加 (Add New)] 
ボタンをクリックし、ステップ 3 に進みます。

• 既存のレコードを更新する場合は、適切なレコードを見つけ（「SAF セキュリティ プロ
ファイルの設定項目」（P.3-26）を参照）、ステップ 3 に進みます。

• ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウでは、コール制御ディスカバリ機能
の複数のパターンを同時に追加または更新できるように、.cvs ファイルをダウンロードでき
ます。.csv ファイルをダウンロードするには、ウィンドウで [ ダウンロード (Download)] をク
リックします。

ステップ 3 適切なフィールドを設定します（次の項を参照）。

• 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-26）

• 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-27）

• 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-31）

• 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-32）

• 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-36）

• 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-34）

• 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-37）

• 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-40）

ステップ 4 ホステッド DN パターンの検索と一覧表示のウィンドウで、変更した .csv ファイルをアップ
ロードするには、[ ファイルのアップロード (Upload File)] をクリックします。アップロードす
るファイルを参照し、既存のパターンを上書きする場合は [ 既存パターンの置換 (Replace 
Existing Patterns)] チェックボックスをオンにして、[ ファイルのアップロード (Upload File)] を
クリックします。

ステップ 5 設定情報をデータベースに保存するには、[ 保存 (Save)] をクリックします。

ヒント [CCD アドバタイジングサービスの設定 (CCD Advertising Service Configuration)] ウィン
ドウの [ リセット (Reset)] ボタンにより、コール制御ディスカバリ アドバタイジング 
サービスは既存の発行要求を取り消し、すべての関連情報を再度発行します。[CCD 要
求サービスの設定 (CCD Requesting Service Configuration)] ウィンドウの [ リセット
(Reset)] ボタンにより、要求サービスはローカル キャッシュから学習パターンを削除
し、SAF ネットワークに再登録し、パターンを再度学習します。ネットワークに影響を
及ぼさないようにするために、[ リセット (Reset)] ボタンはオフピーク時にクリックす
ることをお勧めします。

追加情報

「関連項目」（P.3-47）を参照してください。
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SAF 対応トランクの設定

SAF をサポートするように SIP または H.323（非ゲートキーパー制御）トランクを設定できま
す。SIP トランクの場合、[ トランクサービスタイプ (Trunk Service Type)] ドロップダウン リス
ト ボックスから [ コール制御ディスカバリ (Call Control Discovery)] を選択します。このドロッ
プダウン リスト ボックスは、トランク タイプおよびトランク プロトコルを割り当てる場合と
同じウィンドウに表示されます。ドロップダウン リスト ボックスから選択した後でトランク 
サービス タイプを変更することはできません。

H.323（非ゲートキーパー制御）トランクの場合、（トランク タイプおよびトランク プロトコル
を選択した後で）トランクを設定するときに [ トランクの設定 (Trunk Configuration)] ウィンドウ
で [SAF の有効化 (Enable SAF)] チェックボックスをオンにします。有効にした後 H.323 トランク
で SAF を無効にする場合は、[SAF の有効化 (Enable SAF)] チェックボックスをオフにします。

トランク設定の考慮事項については、「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」
（P.3-20）を参照してください。

ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別

[ ホステッド DN パターンの検索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンドウでは、
ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンを識別できます。[ ホステッド DN パ
ターンの検索と一覧表示 (Find and List Hosted DN Patterns)] ウィンドウで、次のいずれかの作業
を実行できます。

• すべてのホステッド DN パターンを検索できます。結果が表示されると、[ ホステッド DN
グループ (Hosted DN Group)] にホステッド DN グループが表示されます（GUI では、ホス
テッド DN グループは結果ではグループ化されます）。

• [ 検索 (Find)] ドロップダウン リスト ボックスから [ ホステッド DN グループ (Hosted DN 
Group)] を選択し、検索条件にホステッド DN グループを入力することによって、特定のホ
ステッド DN グループを検索できます。

コール制御ディスカバリの設定レコードの削除

この項では、Cisco Unified Communications Manager の管理ページで、設定済みのコール制御
ディスカバリ レコードを削除する方法について説明します。

始める前に

ブロックされたパターンを Cisco Unified Communications Manager の管理ページから削除した場
合、それらが SAF ネットワークでまだ使用可能であれば（および、クラスタの学習パターンの
最大数に達していなければ）、Cisco Unified Communications Manager はそれらのパターンを再学
習できます。

CCD アドバタイジング サービスを削除すると、割り当てられている各トランクを使用してア
ドバタイズされるすべてのホステッド DN パターンの発行は解除されます。

CCD 要求サービスを削除すると、すべての学習パターンはローカル キャッシュおよび番号分
析から登録解除されます。

（注） 該当するレコードの横にあるチェックボックスをオンにして [ 選択項目の削除 (Delete 
Selected)] をクリックすると、検索と一覧表示のウィンドウから複数のレコードを削除できま
す。[ すべてを選択 (Select All)] をクリックして [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリック
すると、ウィンドウ内のすべてのレコードを削除できます。
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手順

ステップ 1 検索と一覧表示のウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a. 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-42）の手順を使用して、削除する
レコードを検索します。

b. 削除するレコードをクリックします。

c. [ 選択項目の削除 (Delete Selected)] をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

d. [OK] をクリックします。

ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

ステップ 2 設定ウィンドウからレコードを削除する場合は、次の作業を実行します。

a. 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-42）の手順を使用して、削除する
レコードを検索します。

b. 設定ウィンドウにアクセスし、設定ウィンドウで [ 削除 (Delete)] をクリックします。

削除の確認を求めるメッセージが表示されます。

c. [OK] をクリックします。

ウィンドウが更新され、レコードがデータベースから削除されます。

追加情報

「関連項目」（P.3-47）を参照してください。

エンド ユーザへの情報の提供
コール制御ディスカバリ機能は、電話機ユーザなどのエンド ユーザには影響しません。

コール制御ディスカバリのトラブルシューティング
コール制御ディスカバリのトラブルシューティングについては、『Troubleshooting Guide for 
Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

関連項目
• 「コール制御ディスカバリの設定チェックリスト」（P.3-2）

• 「Cisco Unified Communications Manager のコール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

– 「コール制御ディスカバリの概要」（P.3-5）

– 「コール制御ディスカバリ機能のコンポーネント」（P.3-6）

• 「コール制御ディスカバリのシステム要件」（P.3-17）

• 「インタラクションおよび制限事項」（P.3-17）
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    関連項目

• 「コール制御ディスカバリのインストールとアクティブ化」（P.3-19）

• 「コール制御ディスカバリの設定」（P.3-19）

– 「コール制御ディスカバリの設定に関する考慮事項」（P.3-20）

– 「コール制御ディスカバリの機能パラメータ」（P.3-24）

– 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-26）

– 「SAF フォワーダの設定項目」（P.3-27）

– 「ホステッド DN グループの設定項目」（P.3-31）

– 「ホステッド DN パターンの設定項目」（P.3-32）

– 「CCD アドバタイジング サービスの設定項目」（P.3-34）

– 「コール制御ディスカバリのパーティションの設定項目」（P.3-36）

– 「CCD 要求サービスの設定項目」（P.3-37）

– 「ブロックされた学習パターンの設定項目」（P.3-40）

– 「コール制御ディスカバリの設定レコードの検索」（P.3-42）

– 「SAF セキュリティ プロファイルの設定項目」（P.3-26） 

– 「SAF 対応トランクの設定」（P.3-46）

– 「ホステッド DN グループに属するホステッド DN パターンの識別」（P.3-46）

– 「コール制御ディスカバリの設定レコードの削除」（P.3-46）

• 「エンド ユーザへの情報の提供」（P.3-47）

• 「コール制御ディスカバリのトラブルシューティング」（P.3-47）

• 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Configuration Guide』

• 『Cisco IOS Service Advertisement Framework Command Reference』
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